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その思いを支えたい
特 集　国際協力の経験を日本の復興へ



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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日
本
中
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
３
月
11
日
か

ら
約
４
カ
月
。
戦
後
最
悪
の
地
震
と
津
波
に
見

舞
わ
れ
た
東
北
各
地
に
は
、
国
内
外
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
〝
力
〞
が
結
集
し
、
復
興
に
向
け
た
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、

津
波
に
町
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
や
、

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
復

興
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
な
ど
も
多

い
。
避
難
生
活
者
は
約
８
万
人
。
生
活
を
ど
う

再
建
す
れ
ば
よ
い
の
か
―
。

　
振
り
返
れ
ば
こ
の
10
年
、
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
（
04
年
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

サ
イ
ク
ロ
ン
（
08
年
）、
中
国
・
四
川
大
地
震

（
08
年
）、
ハ
イ
チ
大
地
震
（
09
年
）
な
ど
、
世

界
で
は
数
々
の
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、

私
た
ち
人
間
の
生
活
を
脅
か
し
て
き
た
。
死
者
・

行
方
不
明
者
２
万
３
０
０
０
人
以
上
、
負
傷
者

５
０
０
０
人
超
。
ま
さ
し
く
未
曾
有
の
惨
事
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、〝
自
然
の
恐
さ
〞

を
あ
ら
た
め
て
思
い
知
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　
東
北
の
復
興
に
向
け
、
普
段
は
海
外
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
事
業
を
展
開
す
る
国
際
協
力
の
関
係

者
も
奔
走
し
て
い
る
。
国
際
人
道
支
援
組
織
ジ

ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
に

加
盟
す
る
十
数
団
体
は
即
座
に
被
災
地
入
り

し
、
初
動
調
査
や
物
資
配
布
な
ど
の
緊
急
支
援

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に

所
属
す
る
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
炊
き
出
し
や
が

れ
き
の
片
づ
け
・
清
掃
、
心
の
ケ
ア
な
ど
、
各

団
体
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
支
援
を
続
け
て

い
る
。
国
際
協
力
を
通
じ
て
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
し
て

活
動
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
（
関
連
記
事
８

ペ
ー
ジ
）。

　
一
方
、
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
各
社

で
構
成
さ
れ
る
社
団
法
人
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
協
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）は
、
開
発
途
上
国

で
災
害
復
興
を
手
掛
け
て
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
経
験
を
東
北
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
と
い
う
観
点
か
ら
緊
急
提
言
を
ま
と
め
た
。

こ
こ
ま
で
広
範
に
わ
た
る
災
害
か
ら
の
総
合
的

な
復
興
計
画
を
つ
く
っ
た
経
験
は
、
日
本
国
内

よ
り
も
む
し
ろ
、
海
外
に
あ
る
。
イ
ン
ド
洋
津

波
災
害
や
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
の
復
興
プ
ロ

セ
ス
、
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
、
海
外
で
の
復
興
支
援
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
具
体
的
な
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
震
災
直
後
か
ら
、
研
修
員
な
ど

の
安
否
を
確
認
。
被
災
者
支
援
に
動
い
た
の
は

３
月
13
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
、
福
島
県
二

本
松
市
の
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
二
本
松
）
を
被
災
者
・
避
難
者
の
退
避
先
と

し
て
開
放
、
県
や
市
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
を

開
始
（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
）。
10
日
後
の
25

日
以
降
は
、
日
ご
ろ
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
と
縁

が
あ
っ
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
中
学
校
の
要
請

で
避
難
所
の
運
営
支
援
に
乗
り
出
し
た
（
関
連

記
事
12
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
４
月
中
旬
、
避
難

所
の
統
廃
合
に
よ
り
同
校
で
の
取
り
組
み
が
終

了
し
て
か
ら
は
、
活
動
拠
点
を
岩
手
県
遠
野
市

に
移
し
、
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

活
躍
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
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東日本大震災から約４カ月がたち、少しずつ見えてきた復興の兆し。
ＪＩＣＡはじめ国際協力の関係者も、さまざまな形で支援活動を行っている。

絶対負けない―。
被災した人々の思いを支えるため、国際協力の経験を生かす時が来ている。

その思いを支えたい
特集 国際協力の経験を日
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編集協力：渡辺正人・JICA 総務部長

（注）被災状況の数値は6月15日時点のもの。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も

支
援
に
奔
走

小暮遼 KOGURE Ryo
自衛隊ら関係者との連絡調整など
避難所の運営を担った

立山誠 TATEYAMA Makoto
停電で真っ暗な避難所に明かりをともした

林由美 HAYASHI Yoshimi
被災者の健康管理や子どもたちの心
のケアを行った

佐藤稔 SATO Minoru
隊員時代のネットワークを駆使し避難
所運営をサポート

稲見廣政 INAMI Hiromasa
震災後即座に被災地入りし炊き出し
などを実施

青年海外協力隊
派遣国：マダガスカル
職　種：保健師

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：電気工事

青年海外協力隊
派遣国：エジプト
職　種：青少年活動

シニア海外ボランティア
派遣国：ボツワナ
職　種：自動車整備

青年海外協力隊
派遣国：ニジェール
職　種：環境教育



携
し
な
が
ら
、陸
前
高
田
市
、大
槌
町
、釜
石
市
、

大
船
渡
市
な
ど
沿
岸
部
の
三
陸
地
方
で
活
動
を

本
格
化
さ
せ
た
。

　「
震
災
直
後
か
ら
、
避
難
所
な
ど
で
の
青
年

海
外
協
力
隊
関
係
者
、
と
り
わ
け
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ

の
活
躍
は
際
立
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
渡
辺
正
人
総
務
部
長
。
そ

れ
ぞ
れ
の
技
能
に
加
え
、
多
少
の
こ
と
で
は
折

れ
な
い
強
靭
な
精
神
力
や
現
場
力
―
。
そ
れ
が

隊
員
経
験
者
に
共
通
す
る
も
の
だ
。

　
ま
た
、
宮
城
県
南
三
陸
町
で
活
動
し
た
イ
ス

ラ
エ
ル
の
医
療
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
や

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
が
同
行
し
、
受
け
入
れ

側
と
の
連
携
を
支
援
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
地
元
団
体
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
輸
送
す
る
た
め
の
バ
ス
を
提

供
す
る
な
ど
、
そ
の
運
営
を
支
え
て
い
る
。「
現

場
の
ニ
ー
ズ
と
地
元
の
自
治
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
住
民
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
尊
重
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
渡
辺
部
長
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
行

っ
て
い
る
国
際
協
力
と
同
じ
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
東
北
か
ら
離
れ
た
地
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支

援
を
展
開
。
東
京
を
拠
点
に
海
外
支
援
の
受
け

入
れ
を
調
整
す
る
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
）と
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
人
工
透
析
が
必
要
な
福
島
県
の
被
災
者

を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
で
受
け
入
れ
た
ほ
か
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
大
阪
で
は
被
災
地
か
ら
避
難
し
て
き
た
外

国
人
留
学
生
に
宿
舎
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、

世
界
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
有
志
か
ら
は
多
く

の
義
援
金
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
で
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
し
た
の
は
、
地
元
関
係
者
や
被

災
地
で
活
動
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
関
係

を
築
く
こ
と
だ
。
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
の
ほ

か
に
、Ｊ
Ｐ
Ｆ
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
、
せ
ん
だ
い
・
み

や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
も
職
員
を
派
遣
。
仙

台
市
内
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
会
議
室
を
Ｊ

Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
い
つ
で
も
情
報
を
共
有

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
。「
息
の
長
い

協
力
を
行
う
上
で
、
地
元
、
さ
ら
に
は
日
ご
ろ

か
ら
付
き
合
い
の
深
い
国
際
協
力
関
係
者
と
の

つ
な
が
り
は
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
北
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
が
築
い
て
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
協
力
関
係
を
つ
く
れ
た
こ

と
が
、
東
松
島
や
遠
野
な
ど
を
拠
点
と
し
た
支

援
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
渡

辺
部
長
）。

　
私
た
ち
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
の
〝
震
災

か
ら
の
復
興
〞
と
い
う
経
験
を
、
世
界
の
国
々

へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
始
ま
り
つ
つ

あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
東
北
大
学
災
害
制
御
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
協
力
・
共
同
研
究
を
手

始
め
に
、
政
府
・
自
治
体
な
ど
に
よ
る
災
害
の

分
析
や
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
把
握
。
そ

し
て
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
被
災
地
で
の
支

援
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
教
訓
を
取
り
ま

と
め
、
途
上
国
、
国
際
機
関
、
海
外
の
大
学
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
持
つ
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
ん
な
議
論
も
あ
る
。
戦
後
の
経

済
復
興
や
公
害
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
と
い
っ

た
日
本
の
経
験
を
途
上
国
に
伝
え
る
と
い
う
一

方
通
行
型
の
援
助
か
ら
、〝
循
環
型
の
援
助
〞

へ
と
発
想
を
転
換
さ
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
。

「
ま
ず
は
途
上
国
に
お
け
る
私
た
ち
の
経
験
知

で
教
訓
と
な
る
も
の
を
東
北
の
復
興
に
生
か

す
。
さ
ら
に
そ
の
復
興
経
験
が
付
加
さ
れ
た
も

の
を
、
再
び
途
上
国
援
助
に
役
立
て
る
と
い
う

考
え
方
で
す
」
と
渡
辺
部
長
。
今
回
の
震
災
は
、

途
上
国
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
社
会
と
日
本
が

〝
相
互
依
存
〞
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を

東
京
や
大
阪
か
ら
も
協
力

息
の
長
い
支
援
を

日
本
　 

海
外

相
互
に
生
か
さ
れ
る
経
験
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あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
の
解
決
で
培
っ
た
経
験
は
、
海
外
と
共
通
す

る
国
内
の
課
題
の
解
決
に
も
役
立
ち
、
ま
た
、

そ
の
経
験
を
再
び
海
外
へ
伝
え
て
い
く
と
い
う

「
内
外
一
体
化
」
あ
る
い
は
「
内
外
一
元
化
」

の
発
想
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
だ
。

　
敗
戦
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
公
害
…
。
困
難
に

直
面
す
る
た
び
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
乗
り
越

え
て
き
た
日
本
人
。
そ
の
経
験
は
日
本
の
優
位

性
と
な
り
、
援
助
の
世
界
で
も
長
年
に
わ
た
り

国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
教
訓
を
途
上
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
と
広
く
共
有
し
、〝
地
球
の
将
来
〞
へ

と
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

帰国研修員が救助隊として東北に

ロシヤディ・イワン課長

インドネシア国家救命救急機構　
スラバヤ救命救急事務所 事業課

　インドネシア救助隊のメン
バーとして3月19～23日、宮
城県気仙沼市などで行方不
明者の捜索活動に当たりまし
た。6年前、私の国もスマトラ
沖大地震・インド洋津波という大きな災害に遭いました。東
北の被災地に降り立ったときは、またもこんなにたくさんの
犠牲者が出てしまったのかと、当時の悲しい記憶がよみが
えってきました。しかし日本は、破壊された道路の応急処置
が速く、私たちのような救助隊が被害の激しい沿岸部など
にも速やかに駆けつけることができました。また、津波警報
の効果もあり、助かった人も多かった。アチェの犠牲者が
20万人だったことを考えると、津波警報の重要性がよく分
かります。
　実は、日本に来たのはこれが二度目。昨年、JICA兵庫
の研修「海難救助・海上防災」に参加したのです。そのと
きに学んだのが、まずは地図で状況を把握すること。例え
ば、生存者を救出した後のことまでを考え、地図上で災害
現場や病院などの位置を確認する。やみくもに捜索すれば
いいということではないのです。今回、日本から地図を渡さ
れた時、すぐそのような行動をとることができました。

⇔

JICAの被災地支援MAP
（6月15日時点）

イスラエル医療チームの活動（通訳・ロジなど）を
サポート（3月29日～4月10日）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活動（アルバム、預金通帳、
現金、位牌など遺留品の洗浄、物品管理など）に参加（3月～）

協力隊OB/OGと協力隊OB会がボランティア活動（炊き
出し、家具づくり・修復、電気の復旧、汚泥の撤去、健康・
栄養指導、衛生や消毒指導など）に参加（3月～）

●JICA大阪が被災地の外国人留学生（約60人）を
   一時受入

●JICA関係者有志による支援金（1,200万円）をJANICに、義援金（計4,800万円強）
を被災3県（岩手・宮城・福島）に寄付
●JICAの各国内拠点から被災地へ物資供与

陸前高田市

大船渡市

東松島市

南三陸町

釜石市

岩沼市

石巻市

大槌町

一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト、シ
リア、ブルキナファソ）がボランティア活動
（家屋・道路などの泥かき、田畑などでのがれ
き撤去、物資仕分け、炊き出し、足湯、ニー
ズ調査、サンマ回収作業など）に参加（4月
14日～）

JICA新人職員（35人）とJICA職員がボラ
ンティア活動に参加（５月中旬～）

派遣前の協力隊など（約100人）がボランテ
ィア活動に参加（6月2日～下旬）

協力隊OB/OGとJOCAがボランティア活
動（釜石市・大槌町での医療関係支援、避
難所運営支援）に参加（3月～）

JICA二本松で被災者/避難者（最大450人超）を受入（3月13日～7月末
までを予定）

（株）ユニクロによる支援物資の倉庫としてJICA二本松の体育館を提供

退避住民の生活支援のために一時退避中の協力隊など（延べ17人）が
ボランティアとして活動中（看護師、幼児教育など）

二本松市

その他

JICA筑波、JICA横浜、JICA中部のバスを貸与（4月24日～）

遠野まごころネットにJICA職員を派遣、三陸沿岸地域への支援
活動を開始（4月14日～）

遠野市

「助けあいジャパン」にJICA職員を派
遣（仙台駅のボランティアステーション
立ち上げ、4月11日～4月17日）

JICA東北の会議室をJPFとJANICに
提供（4月9日～）

せんだい・みやぎNPOセンターにJIC
A職員を派遣（4月27日～5月27日）

協力隊OB/OGと（社）青年海外協力
協会（JOCA）がボランティア活動（若
林区、宮城野区ボランティアセンター
運営支援、中国語通訳支援など）に参
加（3月～）

仙台市
「元気玉プロジェクト」（避難
者支援ネットワーク）に協力
（JICA職員有志が受け入れ先
の事業の一部を担当・実施）

会津若松市

大阪

●国連災害評価調整チーム（UNDAC）の後方支援
（3月14日～3月23日）
●国連人道問題調整事務所（UNOCHA）の後方
  支援（3月14日～3月31日）
●JICA東京が人工透析を必要とする福島県の被災
　者（約100人）を受入（3月22日～4月3日）
●JPFにJICA職員を派遣（4月8日～）
●JICA地球ひろば、JICA東京、JICA中部の会議室
  を各支援団体に提供

東京

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

一時退避の協力隊（ニジェール、エジプト）が避難所の運営を
サポート（3月25日～4月11日）

●

●

●



立
ち
上
が
り
つ
な
が
っ
た

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　

　「
東
北
へ
の
道
路
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
！？
」

　
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

山
形（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）の
安
達
三
千
代
事
務
局

長
の
も
と
に
一
本
の
電
話
が
入
っ
た
。

緊
急
災
害
支
援
を
専
門
と
す
る
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
明
城
徹
也
さ
ん
か
ら
だ
っ

た
。震
災
直
後
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
え
て
い
た
山
形
市
内
。安
達
さ
ん

が
津
波
の
映
像
を
見
た
の
は
翌
日
の

夜
。そ
の
被
害
の
大
き
さ
に
「
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
も
な
い
の
で
は

…
」と
さ
え
感
じ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
す
で
に
周
り
で
は
た
く
さ

ん
の
人
が
動
き
出
し
て
い
た
。Ｉ
Ｖ
Ｙ

の
会
員
で
あ
る
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ

Ｂ
の
佐
藤
稔
さ
ん
か
ら
は
「
ど
の
自
治

体
も
混
乱
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
に
手
が
回
ら
な
い
。で
も
、
知

り
合
い
の
つ
て
で
活
動
さ
せ
て
も
ら

え
る
町
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の

連
絡
。Ｉ
Ｖ
Ｙ
単
独
で
は
な
く
、
中
小

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
元
企
業
が
連
携
す
れ

ば
何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か
―
。そ

ん
な
思
い
で
震
災
か
ら
３
日
後
、Ｉ
Ｖ

Ｙ
が
事
務
局
と
な
り
「
東
北
広
域
震
災

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」を
発
足
さ
せ
た
。

　
し
か
し
最
初
は
、
移
動
す
る
の
も
一

苦
労
だ
っ
た
。「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は

長
蛇
の
列
。一
晩
並
ん
で
も
20
リ
ッ
ト
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ル
し
か
売
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
安

達
さ
ん
。そ
こ
で
手
を
挙
げ
た
の
が
、地

元
企
業
の
小
国
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式

会
社
の
舟
山
泰
則
社
長
。協
力
隊
Ｏ
Ｂ

仲
間
の
佐
藤
さ
ん
と
連
携
し
、
即
座
に

支
援
に
乗
り
出
し
た
。「
会
社
が
新
潟
と

の
県
境
に
あ
る
の
で
、
比
較
的
早
い
段

階
で
燃
料
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」と
舟
山
さ
ん
は
話
す
。

　
安
達
さ
ん
が
と
に
か
く
心
掛
け
た

の
が
「
現
場
主
義
」。毎
日
の
よ
う
に
被

災
地
に
出
か
け
、
避
難
所
の
人
々
と
話

を
し
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
て
状
況
の
把
握
に
努
め
た
。「
最
初

は
ガ
セ
の
情
報
も
多
か
っ
た
。で
も
、

ム
ダ
足
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
、
と
に

か
く
ニ
ー
ズ
が
あ
り
そ
う
な
所
に
は

行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
」。

　
日
も
暮
れ
、
迷
い
に
迷
い
な
が
ら
よ

う
や
く
探
し
出
し
た
社
務
所
ら
し
き

建
物
の
中
に
避
難
し
て
い
る
人
々
に

毛
布
を
届
け
た
り
、
食
料
が
底
を
つ
い

て
困
っ
て
い
る
病
院
が
あ
る
と
い
う

情
報
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
見
て
、
半
信
半

疑
で
温
か
い
お
に
ぎ
り
と
水
を
持
っ

て
向
か
っ
た
り
…
。な
か
な
か
電
気
が

復
旧
し
な
い
避
難
所
の
た
め
に
、
途
上

国
で
太
陽
光
発
電
機
器
の
普
及
に
取

被
災
者
に
寄
り
添
う

地
域
医
療

り
組
む
米
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ペ
ル
ニ

ク
日
本
事
務
局
に
連
絡
を
取
り
、
ソ
ー

ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
の
提
供
を
お
願
い
し

た
り
も
し
た
。

　
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
呼
び
掛

け
が
功
を
奏
し
、
支
援
の
輪
は
全
国
各

地
へ
―
。組
織
か
ら
組
織
へ
、
人
か
ら

人
へ
、
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
。

　
東
京
を
拠
点
に
し
な
が
ら
も
、
い
ち

早
く
「
東
北
広
域
震
災
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
」の
活
動
に
加
わ
っ
た
の
が
、日
本
イ

ラ
ク
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｉ

Ｍ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）。イ
ラ
ク
戦
争
の
影
響
で

小
児
が
ん
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
の
医

療
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。

　
震
災
当
日
、
都
内
の
事
務
所
も
大
き

く
揺
れ
た
。「
東
京
で
こ
こ
ま
で
な
ら
、

東
北
は
ど
ん
な
状
況
な
の
か
」。ス
タ
ッ

フ
一
同
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な

い
、
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
だ
っ

た
。し
か
し
、た
だ
や
み
く
も
に
外
か
ら

行
っ
て
支
援
す
れ
ば
い
い
訳
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。放
射
能

汚
染
の
心
配
も
あ
る
。さ
ら
に
、イ
ラ
ク

と
い
う
危
険
地
帯
で
活
動
す
る
彼
ら
に

と
っ
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
・
危
機

管
理
も
最
優
先
事
項
だ
っ
た
。そ
ん
な

時
、
普
段
か
ら
交
流
の
あ
る
Ｉ
Ｖ
Ｙ
が

「
東
北
広
域
震
災
N
G
O
セ
ン
タ
ー
」を

立
ち
上
げ
た
こ
と
を
知
る
。ス
タ
ッ
フ

の
一
人
、熊
谷
宏
さ
ん
は
山
形
出
身
。地

石巻市内で医療支援を行う
JIM-NET代表の鎌田實医
師。初期段階から地域医療
の重要性を見据えていた
（写真提供：JIM-NET）

避難所で東ティモールの
フェアトレードコーヒーを
ふるまうパルシックの村
山満穂さん（右）。「１カ月
ぶりに温かいコーヒーが
飲めてうれしいと喜んでも
らえました」
（写真提供：パルシック）

物資支援を表明したユニクロ
の衣類を避難所に配布する
IVYのスタッフ
（写真提供 ： IVY）

が
ん
ば
っ
ぺ
！
東
北

地
元
N
G
O
か
ら
広
が
る
支
援
の
輪

国
民
一
人
一
人
が
未
曾
有
の
大
災
害
と
向
き
合
い

「
今
で
き
る
こ
と
」
を
模
索
し
て
い
る
中
、

多
く
の
国
際
協
力
N
G
O
が
、
途
上
国
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
携
え
被
災
地
で
活
動
。

そ
の
一
つ
、
認
定
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形
は

「
東
北
広
域
震
災
N
G
O
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、

日
本
全
国
の
N
G
O
と
被
災
地
を
つ
な
ぎ
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
続
け
て
い
る
。

（上）「東北広域震災NGOセンタ
ー」の活動では、佐賀県のNPO法
人地球市民の会からガスボンベ
が、香川県の公益社団法人セカン
ドハンドから消毒液が届くなど、中
小規模の国際協力NGOの連携が
光った （写真提供 ： IVY）
（下）コペルニクはIVYを通じて約
150個のソーラーランタンを寄付。
「途上国での経験を生かせればと、
思い切って支援に踏み切りました」
とコペルニク代表中村俊裕さん 
（撮影 ： 久野真一）

宮城県内の病院にもボランティア
を派遣。子どもたちの心のケアも
大切だ （写真提供 ： IVY）

宮城県
山形県

石巻市

気仙沼市
山形市

名取市

小国町
南三陸町
女川町

みつお

IVYは震災から数日後、名取市内の中学
校で炊き出しを実施。また、スタッフやボラ
ンティアがおにぎりを握って、支援の行き
届いていない避難所に配って回った
（写真提供 ： IVY）

東松島市

NGO
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〝
溝
〞を
埋
め
る

き
め
細
や
か
な
支
援

避難所でお年寄りの血圧を測る看護師の川添さん
（写真提供：JIM-NET）

JIM-NETスタッフが運営するお風呂。子どもたちに看板用の絵を描
いてもらった （写真提供：JIM-NET）

避難所の人々からニーズ調査。「一時はやる気をなくしていたけど、
皆さんの支援を受けて力がわいてきました」という言葉が、何よりもう
れしかったという （写真提供：パルシック） 

の
利
も
あ
る
。「
運
転
手
で
も
な
ん
で
も

い
い
。と
に
か
く
行
っ
て
こ
い
！
と
送

り
出
し
ま
し
た
」
と
佐
藤
真
紀
事
務
局

長
は
話
す
。

　
そ
し
て
、
現
地
の
熊
谷
さ
ん
か
ら
情

報
を
得
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
強
み
を

生
か
し
た
医
療
支
援
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
た
佐
藤
さ
ん
。「
被
災
地
に
は
高
齢

者
も
多
い
。一
人
家
に
取
り
残
さ
れ
て

い
た
り
、
在
宅
介
護
で
困
っ
て
い
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
」。３
月
末
に

は
、
イ
ラ
ク
か
ら
一
時
帰
国
中
の
川
添

圭
子
看
護
師
と
と
も
に
石
巻
市
で
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
し
た
。「
小
さ
な
診
療
所

が
津
波
に
飲
ま
れ
、
カ
ル
テ
も
水
に
浸

か
っ
て
し
ま
っ
た
。市
役
所
の
保
健
師
、

地
元
の
医
師
や
看
護
師
、
介
護
士
が
元

通
り
に
仕
事
に
戻
れ
る
よ
う
、
新
し
い

地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り
を
お
手
伝
い

で
き
れ
ば
」。市
や
地
元
の
医
師
会
な
ど

と
連
携
し
、
お
年
寄
り
の
家
庭
を
中
心

に
巡
回
診
察
を
続
け
て
い
る
。さ
ら
に

４
月
中
旬
か
ら
は
市
内
の
小
学
校
、
寺

院
の
敷
地
内
に
浴
槽
を
設
営
し
「
千
人

風
呂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。「
感
染

症
予
防
の
た
め
に
も
衛
生
管
理
は
重

要
」と
、医
療
の
専
門
集
団
で
あ
る
Ｊ
Ｉ

Ｍ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
生

ま
れ
た
支
援
だ
。

　「
支
援
先
の
イ
ラ
ク
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
被
災
地
に
届
け
て

い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
役
割
」
と
佐
藤

さ
ん
。在
日
イ
ラ
ク
大
使
館
の
職
員
の

被
災
地
訪
問
を
ア
テ
ン
ド
し
た
り
、
イ

ラ
ク
の
子
ど
も
た
ち
が
集
め
た
募
金
や

手
紙
、絵
を
届
け
た
り
…
。国
境
を
越
え

た〝
思
い
〞の
橋
渡
し
役
に
も
な
っ
て
い

る
。

　「
何
か
必
要
な
物
は
な
い
で
す
か
？
」

　「
洗
濯
バ
サ
ミ
が
な
く
て
…
。石
で
押

さ
え
な
い
と
飛
ん
じ
ゃ
う
ん
で
す
」

　「
じ
ゃ
あ
、
明
日
持
っ
て
き
ま
す
ね
！
」

　
石
巻
市
郊
外
の
と
あ
る
避
難
所
。メ

モ
帳
を
片
手
に
一
人
一
人
に
声
を
か
け

て
い
る
の
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ル
シ
ッ

ク
の
石
川
直
人
さ
ん
。普
段
は
ス
リ
ラ

ン
カ
の
駐
在
員
だ
が
、
３
月
末
に
帰
国

し
、
石
巻
市
の
仮
設
事
務
所
に
住
み
込

み
で
支
援
活
動
を
続
け
る
。

　
パ
ル
シ
ッ
ク
代
表
の
井
上
礼
子
さ
ん

は
震
災
当
日
、
活
動
国
の
一
つ
で
あ
る

ス
リ
ラ
ン
カ
に
出
張
中
だ
っ
た
。「〝
技

術
が
発
展
し
た
日
本
で
も
こ
ん
な
風
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
〞
と
ス
リ
ラ
ン
カ

の
人
た
ち
も
驚
い
て
い
ま
し
た
」。途
上

国
支
援
を
本
来
業
務
と
す
る
中
で
、
こ

の
災
害
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
葛
藤
も
あ

っ
た
。し
か
し
、パ
ル
シ
ッ
ク
の
す
べ
て

の
活
動
の
根
底
に
あ
る
の
は
〝
民
際
協

力
〞。国
家
の
壁
を
越
え
て
、
地
球
上
で

暮
ら
す
人
と
人
が
、助
け
合
い
、支
え
合

っ
て
い
く
―
。そ
れ
が
す
べ
て
の
答
え

だ
っ
た
。

　
そ
し
て
３
月
末
、Ｉ
Ｖ
Ｙ
と
石
巻
市

内
に
共
同
事
務
所
を
設
置
。ス
リ
ラ
ン

カ
で
災
害
復
興
支
援
の
経
験
を
積
ん
だ

石
川
さ
ん
が
現
場
責
任
者
を
任
さ
れ
、

I
V
Y
と
配
達
地
域
を
分
担
し
た
り
、

物
資
を
融
通
し
合
っ
た
り
と
協
力
し
な

が
ら
、石
巻
市
、東
松
島
市
、気
仙
沼
市
、

南
三
陸
町
、
女
川
町
の
避
難
所
を
回
っ

て
い
る
。そ
の
数
は
１
４
４
カ
所
に
も

及
ぶ
。「
行
政
の
目
が
行
き
届
い
て
い
な

い〝
溝
〞を
埋
め
る
支
援
こ
そ
、
柔
軟
性

の
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
で
き
る
支
援
で
す
」

と
石
川
さ
ん
は
話
す
。

　
し
か
し
最
初
は
い
く
ら
必
要
な
も
の

を
聞
い
て
も
、「
な
ん
も
な
ん
も
。悪
い

で
す
し
、大
丈
夫
で
す
よ
」と
返
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。「
東
北
人
の

気
質
な
の
で
し
ょ
う
か
。遠
慮
し
て
い

る
の
は
分
か
る
の
で
す
が
、
無
理
に
聞

き
出
す
訳
に
も
い
か
な
く
て
悩
み
ま
し

た
」と
石
川
さ
ん
。し
か
し
そ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
国
際
協
力
で
も
同

じ
こ
と
。言
葉
も
文
化
も
ま
っ
た
く
違

う
場
所
で
は
、ま
ず
は〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞が
大
切
。パ
ル
シ
ッ
ク
の
ス
タ

ッ
フ
は
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
時
間
を

か
け
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。

　
２
週
間
、
３
週
間
、
そ
し
て
１
カ
月

…
。日
々
刻
々
と
変
化
す
る
被
災
地
の

ニ
ー
ズ
。４
月
中
旬
に
な
る
と
、避
難
所

で
は「
働
き
た
い
」「
仕
事
が
ほ
し
い
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

沿
岸
部
の
町
で
は
、
漁
業
・
水
産
関
係

者
の
多
く
が
職
場
そ
の
も
の
を
失
っ

た
。彼
ら
に
と
っ
て
は
、働
き
た
く
て
も

職
場
が
な
い
、
将
来
の
見
通
し
が
ま
っ

た
く
立
た
な
い
と
い
う
の
が
深
刻
な
悩

み
だ
っ
た
。

　
こ
の
声
を
受
け
、「
東
北
広
域
震
災
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」
が
新
た
に
取
り
組
む

の
が「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。「
被
災
者
を
復
興
事
業

に
雇
用
し
賃
金
を
支
払
う
。被
災
地
の

円
滑
な
経
済
復
興
と
被
災
者
の
自
立
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
」
と

安
達
さ
ん
。２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ

沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
で
も
使
わ

れ
た
国
際
協
力
の
手
法
で
、
パ
ル
シ
ッ

ク
の
石
川
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。「
被
災
者
の
自
立

の
た
め
に
は
、
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
頼
る
の
で
は
な
く
地
域
の

中
で
人
と
お
金
が
回
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
」。

　
現
地
で
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い

た
の
は
、
津
波
で
泥
ま
み
れ
に
な

っ
た
家
屋
の
清
掃
。石
巻
市
、
気
仙

沼
市
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

働
き
手
を
募
り
、
労
働
時
間
に
応

じ
て
、Ｉ
Ｖ
Ｙ
に
集
ま
っ
た
寄
付

金
か
ら
賃
金
を
払
っ
て
い
く
仕
組

み
だ
。土
木
作
業
な
ど
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
が
、
地
元
の
建
設
会
社
の
ス
タ

ッ
フ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
驚

く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
技
術
を
習
得

し
て
い
る
。「
家
族
に『
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
』『
お
帰
り
な
さ
い
』と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
、

皆
最
高
の
笑
顔
を
見
せ
る
。

　「
あ
く
ま
で
主
役
は
被
災
し
た

方
々
。被
災
地
の
こ
と
は
そ
の
土

地
の
人
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
」
と
安
達
さ
ん
。「
で
す
か
ら
東
北
で

も
、
地
域
の
人
た
ち
の
自
主
性
を
尊
重

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
。私
た

ち
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
取
り
組
ん
で
き
た

地
域
開
発
の
経
験
が
、
今
回
の
被
災
地

支
援
で
生
き
て
い
ま
す
」と
強
調
す
る
。

　
共
に
助
け
合
い
、学
び
合
う
こ
と
―
。

山
形
を
拠
点
に
つ
な
が
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
、
国
際
協
力
の
原
点
に
立
ち
返
り
な

が
ら
、被
災
地
の
人
々
と
と
も
に
、力
強

く
前
に
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
先

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

「キャッシュ・フォー・ワーク」プロジェクトで
雇用され、泥のかき出し作業を行う人々。
「避難所暮らしのお年寄りに、やっと家に
帰れると言ってもらえる。やりがいを感じま
す」 （写真提供 ： IVY）

避難所の子どもたちとゲームで遊ぶパルシックの三上和仁さん（左）。今後はスリラ
ンカの経験を生かし、漁業支援や地元の資材を活用した仮設住宅建設などにも取
り組んでいきたいと考えている （写真提供：パルシック）
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体育館で体を動かしてレクリエーション。中学校の生徒も部活
動の一環として協力してくれた

※治安情勢が悪化した場合、JICAボランティアは
安全対策として一時退避または赴任国を変更する。

東松島市立矢本第一中学校
の千葉校長。「隊員のみなさん
のおかげで私たちは学校再開
に力を入れることができました」
（撮影：久野真一）

視察に訪れたＪＩＣＡ職員ら（手
前）に説明を行う東松島市の
阿部秀保市長（右）と総務部
長の小野さん
（撮影：久野真一）

一
時
退
避
中
の
隊
員
が

東
松
島
市
へ

所
あ
り
、
避
難
者
の
数
は
約
１
万
５
０

０
０
人
。市
の
職
員
だ
け
で
は
と
て
も

対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
東
松

島
市
役
所
総
務
部
長
の
小
野
弘
行
さ

ん
は
振
り
返
る
。震
災
直
後
、
同
校
で

避
難
所
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
の
は

35
人
の
教
員
。し
か
し
、
24
時
間
体
制

で
の
対
応
に
加
え
、
卒
業
式
や
入
学

式
、
新
学
期
の
準
備
と
い
っ
た
通
常
業

務
も
重
な
り
、
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に
達
し

て
い
た
。小
野
さ
ん
は
、「
協
力
隊
の
皆

さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ
て
心
強
か

っ
た
」と
話
す
。

　
白
石
さ
ん
ら
隊
員
の
活
動
の
一
つ

に
、被
災
者
の
心
の
ケ
ア
が
あ
っ
た
。ラ

ジ
オ
体
操
や
子
ど
も
向
け
の
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
ビ
デ
オ
上
映
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。「
久
し
ぶ
り
に
楽

し
か
っ
た
」
と
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

る
人
た
ち
も
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
受
付
で
被
災
者
の
入
所
・
退

所
手
続
き
、
行
方
不
明
者
を
探
し
に
訪

ね
て
き
た
方
へ
の
名
簿
の
案
内
、
自
衛

隊
の
炊
き
出
し
の
手
伝
い
な
ど
を
行
っ

た
ほ
か
、
夜
間
は
一
時
間
お
き
に
校
内

を
巡
回
。さ
ら
に
、隊
員
た
ち
が
仕
分
け

し
た
支
援
物
資
を
住
民
の
代
表
に
各
教

室
へ
振
り
分
け
て
も
ら
う
な
ど
、
避
難

特集　国際協力の経験を日本の復興へ
その思いを支えたい

者
の
人
た
ち
に
も
積
極
的
に
動
い
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
。

　
今
年
３
月
ま
で
の
約
半
年
間
、
ニ
ジ

ェ
ー
ル
で
幼
児
教
育
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
た
白
石
さ
ん
。現
地
の
幼
稚
園

で
い
つ
も
心
が
け
て
い
た
の
は
、
地
元

の
先
生
の
や
り
方
を
否
定
し
な
い
こ

と
。何
か
課
題
が
あ
っ
た
時
は
、プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
と
し
て
自
分
の
考
え
を
聞
い

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
。

東
松
島
で
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。「
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
寄

り
添
い
な
が
ら
改
善
策
を
共
に
考
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。こ
の
経
験
は
、ニ
ジ

ェ
ー
ル
の
代
わ
り
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
ガ
ボ
ン
で
も
生
か
し
た
い
」

と
語
る
。

　
同
じ
く
ニ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
一
時
退
避

中
の
山
本
実
生
隊
員
（
青
少
年
活
動
）

は
、
第
二
陣
と
し
て
４
月
２
日
に
同
校

に
派
遣
さ
れ
た
。ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
お

風
呂
、
食
料
の
配
給
が
整
う

な
ど
、
生
活
環
境
が
改
善
さ

れ
て
い
く
一
方
で
、
仮
設
住

宅
や
親
せ
き
の
家
な
ど
に
移

っ
て
い
く
人
も
多
か
っ
た
時

期
。「
常
に
変
化
す
る
現
状
に

適
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
」と
山
本
さ
ん
。

　
ま
た
、
身
内
が
い
な
い
お

年
寄
り
が
着
替
え
ら
れ
ず
に

不
衛
生
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
新
た
な
課
題
も
見

え
て
き
て
い
た
。「
大
勢
の
人

が
い
る
所
で
は
話
せ
な
い
と

い
う
声
を
受
け
て
談
話
室
を

設
置
し
た
り
、
震
災
で
敬
老

会
が
中
止
に
な
り
残
念
と

い
う
お
年
寄
り
の
た
め
に

交
流
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
り
と
、
何
気
な
い

一
言
か
ら
会
話
を
深
め
て

　
　
　
　
　
　
　

　「
こ
れ
は
ひ
ど
い
…
」

　
３
月
25
日
、
赴
任
先
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の

政
情
悪
化
で
日
本
に
一
時
退
避
し
て

い
た
青
年
海
外
協
力
隊
（
幼
児
教
育
）

の
白
石
芳
高
さ
ん
は
、
有
志
で
集
ま
っ

た
他
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
隊
員
と
と
も
に

第
一
陣
と
し
て
宮
城
県
東
松
島
市
に

向
か
っ
て
い
た
。被
災
地
に
近
づ
く
に

つ
れ
見
え
て
き
た
の
は
想
像
を
絶
す

る
風
景
。そ
れ
は
、
家
屋
、
店
舗
、
自
動

車
、
漁
船
…
、
す
べ
て
が
津
波
に
飲
み

込
ま
れ
、
更
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

〝
か
つ
て
〞の
住
宅
地
の
姿
だ
っ
た
。

　「
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
一
時
退
避
に

な
っ
た
僕
た
ち
に
は
、
き
っ
と
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」。そ

ん
な
強
い
思
い
を
胸
に
被
災
地
入
り

し
た
白
石
さ
ん
。派
遣
先
は
、
東
松
島

市
立
矢
本
第
一
中
学
校
だ
っ
た
。「
当

初
、
市
内
に
は
避
難
所
が
約
１
０
０
カ

被
災
者
と
と
も
に

避
難
所
を
運
営

ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る
よ
う
協
力
隊
全
員

で
努
力
し
ま
し
た
」。ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
の

活
動
期
間
は
わ
ず
か
２
カ
月
半
だ
っ
た

が
、そ
の
中
で
学
ん
だ
の
は「
思
っ
た
よ

う
に
活
動
が
進
ま
な
い
と
き
に
、Ａ
が

だ
め
な
ら
Ｂ
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
発
想
の
転
換
だ
っ
た
。「
ニ
ー
ズ
が

刻
々
と
変
化
し
て
い
っ
た
今
回
の
活
動

で
も
役
立
ち
ま
し
た
」
と
山
本
さ
ん
は

話
す
。

　
同
校
の
千
葉
和
彦
校
長
は
、「
協
力
隊

が
来
て
く
れ
た
と
き
は
皆
さ
ん
が
天
使

に
見
え
ま
し
た
。第
一
陣
が
帰
る
と
き
、

被
災
者
の
中
に
は
涙
を
流
し
、
彼
ら
が

乗
っ
た
バ
ス
に
ず
っ
と
手
を
振
る
人
も

い
た
。親
身
に
な
っ
て
ケ
ア
し
て
く
れ

た
か
ら
で
し
ょ
う
」と
語
る
。ま
た
、
第

二
陣
に
同
行
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外

協
力
隊
事
務
局
の
土
居
健
一
さ
ん
は
、

「
避
難
者
の
方
か
ら
、〝
協
力
隊
が
避
難

所
運
営
の
や
り
方
を
整
理
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
れ
ば
い
い
か
分
か
り
ま
し
た
〞

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

話
す
。彼
ら
の
存
在
は
、被
災
者
に
と
っ

て
大
き
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
避
難
所
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
矢

本
第
一
中
学
校
は
４
月
21
日
に
新
学
期

を
迎
え
、
普
段
の
学
校
の
姿
を
取
り
戻

そ
う
と
し
て
い
る
。支
援
に
当
た
っ
た

隊
員
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
、
新
し
い
赴
任

先
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
※
。

今
度
は
東
松
島
市
で
の
経
験
を
途
上
国

へ
―
。隊
員
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

被
災
者
の
心
に
寄
り
添
う

き
め
細
や
か
な
ケ
ア

津
波
で
市
街
地
の
約
６
割
が
浸
水
し
、
１
０
０
０
人
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
宮
城
県
東
松
島
市
。

避
難
所
と
な
っ
た
中
学
校
で
講
師
を
し
て
い
た
佐
藤
国
正
さ
ん
が
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
と
い
う
縁
で
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
日
本
に
一
時
退
避
中
の
隊
員
た
ち
が
支
援
に
向
か
っ
た
。

避
難
し
て
き
た
方
々
に
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん
な
思
い
で
取
り
組
ん
だ
。

市役所から送られてきたさまざまな支援物資を分類する隊員たち （撮影：久野真一）

宮城県
東松島市

何
気
な
い
一
言
も
逃
さ
な
い

細
や
か
な
対
応

お年寄りが楽しめるイベントを開催し、司会進行を務める山本さん（左奥）

第一陣として派遣された青年海外協力隊員ら。
後列右端が白石さん

青年海外協力隊
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ニュージーランド地震の行方不明者を捜索する菅原さんら
ＪＤＲのメンバー。スマトラ沖大地震・インド洋津波や中国の
四川大地震でもＪＤＲとして活動した菅原さんは、「消防、海
上保安庁と活動を共にすることで、さまざまな災害救助の
ノウハウを身に付けることができた」という

※災害派遣医療チーム（Disaster Medical Assistance 
Team）。阪神・淡路大震災の教訓から、「災害急性期に
活動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療チー
ム」として結成。各都道府県との協定や事前計画に基づ
き、大規模事故災害や広域地震災害などの際に、災害現
場・被災地内で救命医療を行う。

　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
―
。こ
の
直
後
、
全
国
各
地
の
警

察
、消
防
、医
療
関
係
者
ら
が
、東
北
の

被
災
地
へ
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
。

　
警
視
庁
警
備
部
災
害
対
策
課
の
菅

原
健
二
警
部
補
は
、
都
内
で
機
動
隊
の

検
定
試
験
を
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激

し
い
揺
れ
に
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と

感
じ
た
」。す
ぐ
に
庁
内
に
広
域
緊
急

援
助
隊
が
編
成
さ
れ
、
５
時
間
後
に

は
、
菅
原
さ
ん
を
含
む
約
１
０
０
人
が

被
災
地
に
向
け
て
出
発
し
た
。

　
実
は
１
週
間
前
ま
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

国
際
緊
急
援
助
隊（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
の
救
助
活

動
を
現
地
で
行
っ
て
い
た
菅
原
さ
ん
。

「
日
本
人
の
多
く
が
犠
牲
に
な
っ
た
Ｃ

Ｔ
Ｖ
ビ
ル
の
行
方
不
明
者
の
こ
と
が

気
に
な
り
な
が
ら
も
、
今
後
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の

ス
キ
ル
を
ど
う
ア
ッ
プ
し
て
い
く
べ
き

か
考
え
て
い
た
矢
先
で
し
た
」。

　
12
日
午
前
２
時
半
に
は
、
宮
城
県
警

機
動
隊
と
合
流
。活
動
場
所
は
仙
台
市

若
林
区
に
決
定
し
た
。甚
大
な
津
波
被

害
を
受
け
た
こ
の
地
域
で
は
、
多
く
の

住
民
た
ち
が
家
屋
に
取
り
残
さ
れ
た

ま
ま
。し
か
し
辺
り
一
面
は
水
浸
し
、

が
れ
き
の
山
で
車
両
も
入
る
こ
と
が

で
き
ず
、
隊
員
た
ち
は
自
分
の
足
だ
け

が
頼
り
だ
っ
た
。今
に
も
倒
れ
そ
う
な

建
物
の
上
に
人
が
い
た
り
、
衰
弱
し
て

声
が
出
せ
な
い
人
が
い
た
り
…
。慎
重

か
つ
迅
速
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
域
内
を
く
ま
な
く
捜
索
し
、
安
全

な
避
難
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
に
集

中
し
た
。

　
４
月
に
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
と

大
船
渡
市
へ
。１
万
人
を
超
え
る
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
を
行
っ
た
。「
何

を
す
る
に
も
、
被
災
地
に
迷
惑
を
か
け

て
は
救
助
に
行
っ
た
意
味
が
な
い
」
と

菅
原
さ
ん
。そ
れ
は
、Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動

や
訓
練
を
通
じ
て
繰
り
返
し
学
び
続

け
て
き
た
こ
と
。東
北
の
被
災
地
で

機
動
隊
と
し
て
の

迅
速
性
を
発
揮

　
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
東
京
消
防
庁
と
の

連
携
の
下
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
総
合

運
動
場
に
活
動
拠
点
を
設
置
。孤
立
し

た
家
屋
か
ら
救
助
さ
れ
た
被
災
者
が
、

次
々
と
ヘ
リ
で
運
ば
れ
て
き
た
。「
大
き

な
外
傷
を
負
っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
脱
水
症
状
や
低
体
温
症
な
ど
を
訴

え
る
人
が
多
か
っ
た
」。一
人
一
人
の
健

康
状
態
を
見
な
が
ら
、
治
療
が
必
要
な

ら
ば
市
内
の
病
院
、
そ
れ
以
外
は
各
地

の
避
難
所
へ
搬
送
。中
島
先
生
は
東
京

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
10
チ
ー
ム
の
統
括
と
し
て
、

市
内
の
医
療
機
関
や
自
治
体
と
の
調
整

役
を
担
っ
た
。「
Ｊ
Ｄ
Ｒ
の
活
動
を
通
じ

て
、
地
元
と
の
連
携
が
何
よ
り
も
大
事

だ
と
い
う
こ
と
が
頭
に
あ
り
ま
し
た
」

と
中
島
先
生
。あ
ら
ゆ
る
組
織
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
で

特集　国際協力の経験を日本の復興へ
その思いを支えたい

人
員
を
ど
う
配
置
し
て
い
く
か
。そ
の

判
断
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、ま
さ
に
、

Ｊ
Ｄ
Ｒ
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
中
国
の
四

川
大
地
震
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震

で
身
に
付
け
た
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
重
視
し
た
の
が
、〝
地

元
に
つ
な
げ
る
〞
医
療
支
援
だ
。「
い
き

な
り
外
か
ら
行
っ
て
、
高
度
な
治
療
を

し
て
も
そ
の
場
限
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。被
災
者
に
感
謝
さ
れ
る
の
は
、そ
の

土
地
で
診
療
を
続
け
て
い
く
地
元
の
医

師
で
あ
る
べ
き
。私
た
ち
の
役
割
は
、彼

ら
を
支
え
る〝
後
方
支
援
〞で
す
」。

　
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
事
務
局
を
構
え

る
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
災

害
医
療
セ
ン
タ
ー
。同
セ
ン
タ
ー
の
齋

藤
意
子
看
護
師
は
、11
日
午
後
６
時
、屋

上
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
被
災
地
に
向
け

て
出
発
し
た
。途
中
、天
候
不
良
に
よ
り

福
島
空
港
で
ヘ
リ
を
乗
り
換
え
な
が
ら

も
何
と
か
宮
城
県
庁
に
た
ど
り
着
き
、

宮
城
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
の
サ
ポ
ー

ト
に
当
た
っ
た
。「
最
初
は
通
信
環
境
も

悪
く
、
な
か
な
か
情
報
が
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
」。現
場
が
見
え
な
い
中
で
、
ど

こ
に
、
ど
の
よ
う
な
医
療
支
援
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
の
に
苦
労

し
た
と
い
う
。

　
い
っ
た
ん
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
４
月

に
は
再
び
宮
城
県
山
元
町
、
東
松
島
市

へ
。昨
年
９
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
の

Ｊ
Ｄ
Ｒ
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
た

経
験
か
ら
、「
災
害
現
場
で
で
き
る
こ
と

は
少
な
い
、
で
も
何

か
で
き
る
こ
と
は
あ

る
。そ
ん
な
気
持
ち

で
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」と
話
す
。避

難
所
の
巡
回
診
療
に

携
わ
る
中
で
実
感
し

た
の
は
、
五
感
を
フ

ル
に
使
っ
た
〝
フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
〞の
重
要
性
。脈
を

測
り
な
が
ら
被
災
者

と
会
話
を
交
わ
す
。

そ
れ
も
齋
藤
さ
ん
が

〝
で
き
る
こ
と
〞の
一

つ
だ
っ
た
。

　
５
月
初
旬
に
は
、

も
、寝
床
、食
料
、使
用
機
材
な
ど
す
べ

て
を
自
分
た
ち
で
準
備
す
る
〝
自
己
完

結
型
〞の
支
援
に
徹
し
た
。

　
５
月
に
は
宮
城
県
石
巻
市
、
６
月
に

は
再
び
陸
前
高
田
市
へ
。一
人
で
も
多

く
の
人
を
家
族
の
元
に
返
し
た
い
と

い
う
思
い
で
、
懸
命
に
救
助
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
菅
原
さ
ん
と
同
じ
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
Ｊ
Ｄ
Ｒ
救
助
チ
ー
ム
医
療
班

と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
広
尾
病
院
救

急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
中
島
康
・
副
セ
ン

タ
ー
長
も
ま
た
、
帰
国
か
ら
わ
ず
か
数

日
後
に
、
今
度
は
日
本
国
内
の
災
害
現

場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。12
日

午
前
２
時
、
東
京
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
※
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
都
内
を
出
発
。東
北
道
の

車
窓
か
ら
飛
び
込
ん
で
く
る
惨
状
を
目

に
し
な
が
ら
、「
現
地
に
行
っ
て
ど
こ
ま

で
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
考
え
て

い
た
。

地
元
の
医
師
を

支
え
る
後
方
支
援
を

看
護
師
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
不
測
の
事

態
に
備
え
、医
療
班
と
し
て
待
機
。警
戒

区
域
一
時
立
ち
入
り
で
の
医
療
支
援
も

行
っ
た
。緊
迫
す
る
状
況
の
中
、原
発
対

応
に
汗
を
流
す
現
場
の
人
々
や
一
時
帰

宅
者
に
対
し
て
看
護
師
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
。一
人
一
人
の
声
に
耳
を
傾

け
て
い
る
。

　
震
災
か
ら
約
４
カ
月
―
。被
災
地
で

は
、
い
ま
だ
多
く
の
救
助
・
医
療
関
係

者
が
活
動
を
続
け
て
い
る
。彼
ら
が
見

据
え
て
い
る
の
は
、
緊
急
援
助
か
ら
復

旧
・
復
興
に
つ
な
が
る
中
長
期
的
な
支

援
。多
く
の
途
上
国
の
災
害
現
場
で
展

開
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
〝
シ
ー
ム
レ

ス
な（
継
ぎ
目
の
な
い
）協
力
〞が
、一
日

も
早
い
、
東
北
の
復
興
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

い
ち
早
く
災
害
現
場
へ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

日
本
は
災
害
時
の
救
助
・
医
療
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
救
助
・
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
集
結
。

そ
こ
に
は
、
途
上
国
の
災
害
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ
、

国
際
緊
急
援
助
隊
員
の
姿
も
あ
っ
た
。

よ
し
こ

仙台市若林区で救助活動をする菅原さん（左）と警視庁広域緊急援助隊員。
重機が入れないため手工具のみで捜索を行った

中島先生（右）は被災地のニーズに
的確に対応するため、地元の医療機
関や自治体からの情報収集に努めた

山元町の避難所で手洗い指導
する齋藤さん（右から2人目）。「日
ごろやっていないことは災害現場
でもできない。一つ一つの積み重
ねが必要だと感じました」

パキスタン洪水のJDR派遣で、
「チーム内での連携の大切さを
学んだ」と齋藤さん

宮城県

岩手県

福島県

陸前高田市
大船渡市

仙台市
東松島市

山元町

2月末からニュージーランド地震に派遣された中島先生（右から2人目）。「他国
の救助チームと共に活動することもあり多くを学ぶことができた」と話す

石巻市

国際緊急援助隊 
経験者
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福
島
県
二
本
松
市
に
あ
る
青
年
海

外
協
力
隊
訓
練
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本

松
）。普
段
、
こ
こ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
派
遣
前
研
修
を
受
け
る
場

所
だ
。し
か
し
東
日
本
大
震
災
の
発
生

後
、
福
島
県
の
要
請
を
受
け
て
避
難
所

と
な
り
、
福
島
第
一
・
第
二
原
子
力
発

電
所
付
近
の
避
難
指
示
を
受
け
た
住

民
な
ど
を
３
月
13
日
か
ら
受
け
入
れ

て
い
る
。訓
練
所
の
講
堂
と
宿
泊
棟
で

は
最
大
時
で
約
４
５
０
人
、
今
も
１
４

０
人
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
（
６

月
15
日
現
在
）。

　
避
難
所
の
運
営
は
、
福
島
県
と
二
本

松
市
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連
携
で
行
わ
れ
て

い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松

の
職
員
に
加
え
、
東
京
の
本
部
か
ら
も

応
援
職
員
を
派
遣
。３
月
17
日
に
現
地

入
り
し
、
25
日
か
ら
４
月
24
日
ま
で
Ｊ

訓
練
所
が
避
難
所
に

東
京
か
ら
も
職
員
を
派
遣

け
な
ど
、
業
務
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
へ
の
恩
返
し
と
い
う
気
持
ち
も
持

ち
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
り
ま
し

た
」と
話
す
。

　
避
難
生
活
が
始
ま
っ
て
数
日
が
た
つ

と
、ご
み
や
ト
イ
レ
、洗
濯
な
ど
、生
活

に
直
結
し
た
具
体
的
な
問
題
が
見
え
て

き
た
。そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
３
月
18
日
、

福
島
県
、
二
本
松
市
と
共
同
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。住
民
た
ち
に
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
も
ら
い
、
ル
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その思いを支えたい

ー
ル
づ
く
り
を
行
っ
て
い
っ
た
。「
例
え

ば
、
誰
か
が
捨
て
た
タ
バ
コ
で
ト
イ
レ

が
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
み
ん
な
が

困
り
ま
す
。で
す
か
ら
、ま
ず
基
本
的
な

ル
ー
ル
は
住
民
の
方
々
で
話
し
合
っ
て

も
ら
い
、
避
難
生
活
が
少
し
で
も
快
適

な
も
の
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

そ
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
取
り
ま
と

め
た
ニ
ー
ズ
は
、
そ
の
都
度
行
政
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
A
側
と
共
有
し
、対
応
す
る
体
制
、

す
な
わ
ち
、自
助
、共
助
、公
助
が
連
携

す
る
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
す
」。

ま
た
、
男
性
ば
か
り
に
な
り
が
ち
な
グ

ル
ー
プ
の
代
表
に
女
性
も
入
る
よ
う
配

慮
し
た
。「
生
活
環
境
の
改
善
に
は
女
性

の
意
見
や
行
動
力
が
不
可
欠
だ
か
ら

で
す
」と
甲
斐
審
議
役
は
話
す
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
き
っ
か
け

に
、
避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
・
学
習
室
・
談
話
室
な

ど
の
整
備
が
進
ん
だ
。さ
ら
に
は
、
支

援
物
資
の
仕
分
け
や
食
事
の
配
膳
、
そ

し
て
「
二
本
松
市
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
お

礼
の
気
持
ち
を
示
し
た
い
」
と
、
住
民

た
ち
が
自
発
的
に
避
難
所
周
辺
の
清

掃
活
動
な
ど
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　「
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
避
難
し
て

き
た
方
々
に
は
、
ま
ず
は
安
心
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
住
民
の

方
々
に
も
避
難
所
運
営
に
参

加
し
て
も
ら
い
、い
ず
れ
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
自
分
た
ち

で
決
め
て
運
営
で
き
る
よ
う

に
お
手
伝
い
す
る
の
が
私
た

ち
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
途
上
国
で
住
民

参
加
型
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ら

で
は
の
経
験
を
生
か
せ
た
と

思
い
ま
す
」（
甲
斐
審
議
役
）。

　
衣
食
住
の
確
保
と
い
っ
た

基
本
的
な
環
境
が
あ
る
程
度

整
備
さ
れ
て
く
る
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
支
援
も〝
避
難
者
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
〞に
応
え
る
も
の

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
の
所
長
を
兼
任
し
た

国
際
協
力
人
材
部
の
甲
斐
直
樹
審
議

役
は
、「
基
本
的
に
は
、県
や
市
の
避
難

所
運
営
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
補
佐
す
る
体

制
で
し
た
が
、
行
政
の
人
手
が
足
り
て

い
な
か
っ
た
震
災
直
後
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

職
員
も
連
携
し
、
被
災
者
の
受
け
入
れ

や
外
部
か
ら
の
安
否
確
認
の
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
24
時
間
体
制
で
対
応
。入

居
し
た
避
難
者
の
名
簿
の
管
理
や
、
訓

練
所
周
辺
の
案
内
、
支
援
物
資
の
仕
分

被
災
者
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
大
切
に

例
え
ば
、
体
調
を
崩
し
た
り
慢
性
的
な

疾
患
を
持
つ
人
に
対
し
て
は
医
療
面
で

の
ケ
ア
を
、
あ
る
い
は
避
難
生
活
と
幼

い
子
ど
も
の
世
話
を
両
立
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
母
親
な
ど
に
対
し
て
は
心

の
ケ
ア
を
、と
い
っ
た
具
合
に
だ
。そ
こ

で
、
中
東
や
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
一
時
退

避
中
の
看
護
師
、
保
育
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
か
ら
協
力
者
を
募

り
、
多
種
多
様
な
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
か
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
運
営
が
軌
道
に
乗

っ
て
き
た
４
月
下
旬
以
降
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
支
援
は
、
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
の
受
け
入

れ
、
避
難
者
が
気
分
転
換
で
き
る
よ
う

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
・
実
施

へ
と
軸
が
移
っ
て
い
っ
た
。３
月
下
旬

と
４
月
下
旬
の
二
回
に
わ
た
り
応
援
に

駆
け
付
け
た
東
・
中
央
ア
ジ
ア
部
の
山

本
剛
副
調
査
役
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
海
外

で
支
援
を
行
う
と
き
は
、相
手
国
政
府
、

専
門
家
、住
民
、省
庁
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、多

く
の
関
係
者
が
か
か
わ
り
ま
す
。そ
れ

は
今
回
の
二
本
松
で
も
同
じ
。こ
う
し

た
経
験
を
生
か
し
、
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
と
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら

動
く
こ
と
が
で
き
た
」と
話
す
。

　
ニ
ー
ズ
は
刻
々
と
変
化
す
る
。だ
が

変
わ
ら
な
い
の
は〝
被
災
者
の
自
主
性
〞

を
尊
重
す
る
こ
と
。こ
の
経
験
は
さ
ら

に
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業

に
も
生
か
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

被
災
３
日
後
、
福
島
県
二
本
松
市
の
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、

県
や
市
に
よ
る
運
営
を
支
え
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。

被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
行
政
や
住
民
組
織
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
支
援
す
る
ス
タ
イ
ル
に
は
、

こ
れ
ま
で
国
際
協
力
の
現
場
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

余震などに備え、避難者
や関係者で避難訓練を実
施した甲斐審議役（左）。
地面のひび割れは今回の
地震でできたもの

福島県
二本松市

緊
急
支
援
か
ら
個
々
の

生
活
ニ
ー
ズ
支
援
へ

ボランティアに訪れた福島柔道整復師会の皆さ
ん、協力隊員と。「二回の派遣で、ニーズの変化
を肌で感じました」と山本副調査役（前列右端）

（上）JICA二本松には世界各国から応援メッセージが届けられている。展示された中国からの
応援メッセージを読む避難者
（左）福島県、二本松市、JICA職員、避難者が集まって開催したワークショップ
（右）ＪＩＣＡと行政機関の毎日の連絡会。避難所生活の問題点やイベントなどの情報を共
有。滋賀県など、県外の自治体職員も応援に駆け付けた

住
民
参
加
型
開
発
の

経
験
を
生
か
し
て

（右）避難者の発案で行われた訓練所周辺
の清掃活動には約150人が参加
（左）JICA職員などが講師となり、小学生の
ための算数や国語などの勉強会も行った

JICA職員
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伊
良
部
さ
ん
の
勤
務
先
は
、
首
都
サ
ン
ホ
セ
か
ら
バ
ス
で
４

時
間
の
地
方
都
市
ニ
コ
ジ
ャ
に
あ
る
同
委
員
会
の
地
方
機
関
。

管
轄
地
域
で
自
然
災
害
や
人
為
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
各
省
庁
の
出
先
機
関
の
職
員
や
消
防
署

長
、
警
察
署
長
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
者
な
ど
と
と
も
に
対
応
に
当
た

る
組
織
だ
。
国
の
東
西
に
海
が
広
が
る
コ
ス
タ
リ
カ
は
、
赤
道

に
近
く
、
国
土
は
九
州
と
四
国
を
合
わ
せ
た
ほ
ど
の
狭
さ
。
太

平
洋
側
と
カ
リ
ブ
海
側
を
分
け
る
よ
う
に
走
る
山
脈
に
雲
が
ぶ

つ
か
る
こ
と
で
、
風
向
き
に
よ
っ
て
一
年
中
ど
ち
ら
か
の
地
域

で
雨
が
降
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
洪
水
、
地
震
、
津
波
、

土
砂
崩
れ
、
地
滑
り
、
土
石
流
、
竜
巻
、
強
風
な
ど
の
災
害
が

頻
発
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
対
策
は
浸
透
し
て
い
な
い
。

　「
地
震
に
強
い
建
物
や
堤
防
を
つ
く
る
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

で
の
防
災
対
策
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
緊
急
災
害
対
策
委
員

会
も
、
災
害
が
起
こ
っ
て
初
め
て
招
集
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
そ
の

被
害
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
る
か
を
考
え
る
の
が
現
状
の
主
な

機
能
で
す
。
防
災
の
た
め
に
各
省
庁
が
予
算
を
捻
出
す
る
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
厳
守
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
問
題
は
圧
倒
的
な
情
報
不
足
。
テ
レ
ビ
は
普
及
し
て
い

ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
地
震
緊
急
速
報
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
り

ま
せ
ん
。
番
組
で
防
災
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た

め
、
人
々
が
災
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
個
人
的
に
手
に
入
れ
ら

れ
る
情
報
源
が
日
本
に
比
べ
て
と
て
も
少
な
い
の
で
す
」
と
伊

良
部
さ
ん
は
語
る
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
伊
良
部
さ
ん
が
力
を
入
れ
た
の
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
生
か
し
、
ま
ず
は

人
々
に
防
災
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
具
体
的
な
活

動
は
主
に
二
つ
。
一
つ
は
、
地
域
の
巡
回
な
ど
の
防
犯
対
策
を

行
う
住
民
グ
ル
ー
プ
の
「
地
域
防
犯
組
織
」
を
活
用
し
、
自
主

防
災
専
用
の
組
織
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と

だ
。
伊
良
部
さ
ん
は
各
地
域
で
こ
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
を
募

数
々
の
災
害
に
直
面
す
る
国
に

足
り
な
い
防
災
意
識

人
々
が
防
災
意
識
を
持
て
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を

地
震
、
津
波
、
洪
水
、
地
滑
り
…

自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
コ
ス
タ
リ
カ
で
住
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
奔
走
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
O
B
の
伊
良
部
秀
輔
さ
ん
。

帰
国
直
前
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
コ
ス
タ
リ
カ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
発
信
し
、

「
災
害
か
ら
多
く
の
人
々
を
守
る
」
と
い
う
夢
の
実
現
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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り
、
防
犯
に
加
え
て
防
災
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。「
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
町
内
を
回
り
、
危
険
箇
所
、
避

難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
話
し
合
い
、
防
災
マ
ッ
プ
を

策
定
し
ま
し
た
。
町
内
の
環
境
改
善
も
目
的
と
し
て
い
る
の

で
、
危
険
箇
所
を
ど
う
改
善
す
る
か
話
し
合
う
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
伊
良
部
さ
ん
は
話
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
家
庭
訪
問
を
通
じ
た
住
民
へ
の
防
災
情
報
の

提
供
。「
救
急
セ
ッ
ト
の
準
備
や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
家

庭
で
で
き
る
地
震
対
策
が
記
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手

に
、
一
軒
一
軒
回
り
ま
し
た
」。
中
に
は
「
そ
ん
な
こ
と
聞
き

た
く
な
い
」
と
門
前
払
い
を
さ
れ
た
り
、「
地
震
が
く
る
な
ん

て
う
そ
だ
ろ
う
」
と
怒
り
出
し
て
し
ま
う
人
も
い
た
。
し
か
し
、

伊
良
部
さ
ん
は
活
動
を
続
け
、
５
０
０
軒
も
の
家
庭
を
訪
問
。

正
し
い
情
報
を
知
り
、
町
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
防

災
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
帰
国
が
迫
っ
て
い
た
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
の
が
東

日
本
大
震
災
。
そ
の
影
響
で
コ
ス
タ
リ
カ
に
も
津
波
が
押
し

寄
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
伊
良
部
さ
ん
は
急
い
で
ラ
ジ
オ

局
に
向
か
い
、「
到
達
予
想
時
刻
よ
り
２
時
間
前
に
海
岸
地
域

の
人
は
高
台
へ
避
難
を
」
と
訴
え
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
取

材
も
受
け
、
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
た
。「
こ
の
経

験
を
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
人
々
が
こ
れ
か
ら
の
防
災
体
制
に
反

映
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。

　
伊
良
部
さ
ん
が
協
力
隊
の
２
年
間
を
通
じ
て
痛
感
し
た
の

は
、
コ
ス
タ
リ
カ
を
は
じ
め
、
市
民
レ
ベ
ル
に
な
る
と
最
低

限
の
防
災
対
策
す
ら
取
ら
れ
て
い
な
い
国
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
し
っ
か
り
と
対

策
を
行
え
ば
防
ぎ
得
る
被
害
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。「
私

の
夢
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
人
的
被
害
を
世
界
中
で
限
り
な

く
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
伊
良
部
さ
ん
。
こ
の
夏

か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
中
米
で
の
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
だ
。「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
世

界
で
防
災
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
」。
伊
良
部
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
も
夢
を
叶
え
る
た
め
に
進
ん
で
い
く
。

　
ト
ル
コ
、
メ
キ
シ
コ
、
神
戸―

。
世
界
各
地
で
起
こ
る
大
地

震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
は
、「
ど
う
す
れ
ば
災
害
に
よ
る
被
害

を
受
け
な
い
社
会
に
で
き
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
長
年
持
ち

続
け
て
い
た
と
い
う
伊
良
部
秀
輔
さ
ん
。
大
学
院
で
地
震
学
の

研
究
を
続
け
な
が
ら
、
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｈ
Ａ
）※

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
経
験
し
、
よ
り

自
分
の
専
門
性
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
偶

然
見
つ
け
た
の
が
青
年
海
外
協
力
隊
の
募
集
。
自
分
の
知
識
や

経
験
を
生
か
せ
る
分
野
が
あ
る
と
知
っ
て
応
募
し
、
見
事
合

格
。
２
０
１
１
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
国
家

緊
急
災
害
対
策
委
員
会
に
配
属
さ
れ
た
。

1975年沖縄県出身。大学院博士課程
（地震学専攻）在籍中の2007年、国連
人道問題調整事務所（UNOCHA）神
戸事務所でインターンシップ。09年に同
課程を単位取得退学。2009～2011
年３月まで、村落開発普及員（コミュニテ
ィー防災）としてコスタリカへ赴任。

PROFILE

a.3月12日に全国放送された報道番組で東日本大震災が取り上げられ、伊良部さんは日本の避難訓練や防災教育、自主防災組織が担う地域の防災力などについて説明
b.人々の防災意識を高めるため、ニコジャ市中心部の家庭を訪問。この活動には、公衆衛生や看護などを学ぶ地元大学生もボランティアで協力してくれた
c.将来大規模地震が予想されているコスタリカ。地震発生のメカニズムも含めた正確なデータや、災害対策委員会の活動をニコジャ市議会で説明する伊良部さん
d.土石流が多発しているコミュニティーでワークショップを実施。発生前にどんな前兆があったかを住民たちで話し合い、情報を共有して今後の防災に生かす

伊
良
部  

秀
輔

JICA 
Volunteer  

Story

abc

d

IRABU
Shusuke

※自然災害などでの人道支援を迅速かつ効率的に実施するためにつくられた国連機関。

さん

コスタリカ
サンホセ

ニコジャ

住民の意識を高めるため、図などを使いながらわかりやすく防災の大切さを伝える伊良部さん

「
災
害
に
よ
る
被
害
を

減
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
」



赴
任
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
復
興
支

援
を
担
当
し
、昨
年
10
月
に
防
災
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
※
1
に
認
定
さ
れ
た

永
見
光
三
さ
ん
。こ
の
４
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
東
北
に
異
動
し
、東
日
本
大
震
災

に
対
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
道
を

模
索
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
就
職
を
考
え
始
め
た
の
は
、

大
学
３
年
の
こ
ろ
。〝
く
そ
〞
が
付
く
ぐ

ら
い
ま
じ
め
な
警
察
官
だ
っ
た
父
の
影
響
で
「
社

会
に
貢
献
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」、
そ
し
て
大
学

時
代
の
タ
イ
旅
行
で
現
地
の
人
と
触
れ
合
っ
た
こ

と
で
、「
海
外
で
仕
事
が
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
就
職
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

電
気
通
信
、
情
報
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
系
の

分
野
を
中
心
に
担
当
。
中
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ―

Ｎ
ｅ

ｔ（
遠
隔
技
術
協
力
事
業
）※
2
の
立
ち
上
げ
に
か
か

わ
り
、
事
業
を
興
す
醍
醐
味
と
苦
し
み
を
経
験
し

た
の
は
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、Ｉ
Ｔ
分
野
の
協
力
は
数
も
少
な
く
、「
も

っ
と
専
門
性
の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務
所
に

赴
任
。
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
と

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
の
災
害
復
興
、
そ
し
て
防
災

分
野
の
技
術
協
力
を
担
当
し
た
こ
と
が
転
機
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
遠
隔
で
事
業
を
効
率
よ
く
運
営

す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
の
普
及
・
定
着
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
技
術
協
力
の
現
場
で
、
小
さ
な

こ
と
を
積
み
重
ね
て
継
続
す
る
大
切
さ
と
難
し
さ

を
痛
感
し
、〝
現
場
至
上
主
義
〞
の
よ
う
な
意
識
が

芽
生
え
ま
し
た
。
そ
し
て
「
い
つ
か
ま
た
災
害
復

興
支
援
に
携
わ
る
と
き
の
た
め
に
、
も
っ
と
貢
献

で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

外
部
の
研
究
会
・
勉
強
会
へ
の
参
加
や
資
格
取
得

な
ど
自
己
研
磨
に
励
み
、
２
０
１
０
年
、
防
災
（
住

宅
再
建
支
援
）
の
分
野
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

職
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
特
定
分
野
と
し
て
住

宅
再
建
を
選
ん
だ
の
は
、
災
害
復
興
の
過
程
で
最

も
重
要
な
の
は
「
住
ま
い
」
で
あ
る
と
ア
チ
ェ
や

ジ
ャ
ワ
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
て

強
く
認
識
し
た
か
ら
で
す
。
家
が
な
く
て
は
、
経

済
的
、
社
会
的
、
精
神
的
に
も
、
元
の
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
今
回
の
東

日
本
大
震
災
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
で
災
害
復
興
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
貢
献
策
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て

は
、
青
年
海
外
協
力
隊
経
験
者
な
ど
を
募
り
、
各

市
町
村
に
復
興
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の
よ
う
な
人
材

を
配
置
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
潟
県

中
越
大
震
災
後
に
活
躍
し
て
い
る
「
復
興
支
援
員
」

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
仮
設
住
宅
団
地
内
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
、
そ

し
て
高
台
な
ど
へ
の
被
災
者
の
集
団
移
転
に
つ
い

て
人
々
か
ら
ど
う
合
意
を
得
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
で
す
。
声
な
き
声
を
拾
い
、
丁
寧
に
合
意
形

成
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
、
低
所
得
者
、
障

害
者
な
ど
の
弱
者
を
追
い
出
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
現
場
で
の
活
動
の
企
画
・

立
案
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
が
私
の
仕
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
効
果
を
最
大
化

す
る
た
め
に
も
、
自
治
体
、
大
学
、
地
域
N
Ｇ
O

な
ど
被
災
地
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
て

い
く
役
割
も
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
長
期
的
に
責
任
あ
る
貢
献
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
全
体

を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
国
内
の
震
災
復

興
に
対
す
る
組
織
内

外
で
の
共
通
認
識
が

ま
だ
で
き
て
お
ら

ず
、
調
整
の
難
し
さ

も
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し

て
で
き
る
貢
献
は
、

か
つ
て
な
い
復
興
に

こ
れ
か
ら
挑
も
う
と

し
て
い
る
被
災
地
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
復

興
の
長
い
長
い
プ
ロ
セ
ス
を
一
緒
に
歩
み
続
け
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
イ
ン
ド
洋
津
波

や
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
復
興
経
験
を
通
じ
て
感
じ
た

の
は
、
結
局
私
た
ち
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
外
部
者
だ
と
い

う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
事
者
の
立
場
を
ま
ず

理
解
し
、
一
緒
に
悩
み
苦
し
ん
で
課
題
解
決
策
を

考
え
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

復
興
当
事
者
の
方
々
が
外
部
者
に
求
め
る
の
は
、

知
識
や
経
験
、
助
言
で
は
な
く
、〝
覚
悟
・
責
任
の

あ
る
復
興
へ
の
参
画
〞
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
途
上
国
で
の
経
験
を
活
用
し
て
も
ら
う
に

は
、
そ
の
壁
を
ま
ず
乗
り
越
え
、
被
災
地
か
ら
の

本
当
の
信
頼
を
得
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
職
員
・
関
係
者
一
人
一
人
が
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、

組
織
全
体
の
〝
約
束
〞
と
し
て
引
き
継
い
で
い
く
。

そ
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
な
く
復
興
当
事
者
で
あ
る

被
災
地
の
方
々
を
主
語
に
し
て
、
今
回
の
経
験
を

世
界
と
共
有
し
て
い
く
た
め
に
お
手
伝
い
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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JICA東北
震災復興担当

永見光三
NAGAMI Kozo

大学卒業後、1994年にJICA
に就職。鉱工業開発調査部、
基礎調査部、海外長期研修、
社会開発協力部、鉱工業開
発協力部、社会開発部、インド
ネシア事務所、情報政策部
（いずれも当時）を経て、2011
年4月から現職。

J

東松島市の被害状況についてクントロ元長
官とともに説明を受ける永見さん（左）。「津波
被害から復興を遂げたアチェの経験を参考に
してほしい」とクントロ元長官

覚
悟
と
責
任
を
持
っ
て
、

東
北
の
復
興
に
参
画
し
て
い
き
た
い

2004年スマトラ沖大地震・インド洋津波災害からの復興を率いたインドネシア復興再建
庁のクントロ・マンクスブロト元長官（右）が被災地を視察。同行した永見さん（右から2人
目）とともに、災害対策について宮城県東松島市の阿部秀保市長（左）らと意見交換

※1　特定の専門分野における組織能力の発揮と強化を担う管理職。
※2　マルチメディア教材、TV会議などを活用し、事業効率などの向上を図るシステム。

From Tohoku
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、ア
フ
リ

カ
南
部
の
ナ
ミ
ビ
ア
と
ア
メ
リ
カ
南
東
部
で
発

生
し
た
自
然
災
害
を
受
け
、被
災
者
に
対
す
る

緊
急
援
助
物
資
の
供
与
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
ミ
ビ
ア
北
部
で
は
、２
月
か
ら
降
り
続
い
た

豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
。５
月
23

日
現
在
、死
者
は
約
１
０
０
人
、避
難
者
は
１

万
７
０
０
０
人
以
上
に
及
ん
で
お
り
、感
染
症

の
拡
大
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を

受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
５
月
末
、南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
あ
る
備
蓄
倉
庫
か
ら

毛
布
９
４
０
枚
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
50
巻
、

簡
易
水
槽
20
台
、浄
水
器
10
台
な
ど
を
ナ
ミ
ビ

ア
政
府
に
供
与
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
引
き
続
き
、配

布
・
利
用
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、ア
メ
リ
カ
南
東
部
で
は
、４
月
27
日
に

発
生
し
た
竜
巻
に
よ
り
、ア
ラ
バ
マ
州
、ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
、テ
ネ
シ
ー
州
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、ヴ

ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
、３
４
０
人
以
上
も
の
死
者
を
出
し
て
い
ま

す
。ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
A
は
マ
イ
ア
ミ
の
備
蓄
倉
庫
か
ら
毛
布
８
０

０
０
枚
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
１
５
０
枚
の

供
与
を
決
定
。５
月
５
日
に
引
き
渡
し
を
完
了

し
、被
災
者
支
援
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

02ナミビアとアメリカの被災地へ　緊急援助物資を供与

03東京・愛知の地球ひろばでイベント開催

　

６
月
１
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
財
務
省
、外
務
省

と
の
共
催
で
、東
京
都
内
で「
第
2
回
ア
ジ
ア

開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日

は
、近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
る
中
国

や
イ
ン
ド
、韓
国
、タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
の

政
策
立
案
者
を
は
じ
め
、援
助
機
関
の
代
表

者
、研
究
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、開

発
援
助
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
役
割
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
で
は
、緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ
。近
年
、新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ア
ジ
ア

の
国
々
を
評
価
し
た
上
で
、今
後
は
さ
ら
に

域
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
、ア
ジ

ア
の
み
な
ら
ず
、ア
フ
リ
カ
な
ど
他
の
地
域
の

経
済
的
・
社
会
的
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
第
一
部
で
は
、黒
田
東
彦
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
総
裁
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、タ
イ

の
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ス
テ
ィ
ッ
ト
ー
ン
財
務
省

財
政
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
世
界
銀
行
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ・ア
ダ
ム
ズ
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域

担
当
副
総
裁
な
ど
が
、「
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
・
開
発
協
力
経
験
の
共
有
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役

割
」を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、各
国
の
経
験
を
共
有
し
ま
し
た
。第
二
部

で
は
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
残
さ
れ
た
開
発
問

題
や
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
」に
つ
い
て
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ヨ
ノ
・
ウ
ィ
ジ
ョ

ヨ
・マ
ラ
ン
・ユ
ド
国
家
開
発
企
画
庁
経
済
担

当
次
官
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ヤ
ナ
ラ
・
チ
ェ
ン
開

発
評
議
会
事
務
局
長
な
ど
が
発
表
を
行
い
、

域
内
所
得
格
差
、地
域
統
合
、高
齢
化
、気

候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模
の
課
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
三
部
で
は
、「
開
発
援
助
の
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
役
割
」

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

中
国
商
務
部
の
盧
峰
国
際
交
流
与
合
処

長
、イ
・
ビ
ョ
ン
グ
韓
国
国
際
協
力
団
理
事
、

小
寺
清
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
、ア
ジ
ア
の
経
験
を
他
の
地
域

の
課
題
解
決
に
生
か
す
た
め
に
は
、最
新
の

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
南
南
協
力
や

情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り
、民
間
セ
ク
タ

ー
や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
と
い
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。今
回

議
論
さ
れ
た
内
容
は
、11
月
に
韓
国
・
プ
サ
ン

で
開
催
さ
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
な

ど
で
も
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
東
京
・
広
尾（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

世
界
の
経
済
格
差
・
貧
困
問
題
の
解
消

に
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
ど
う
貢
献
で
き
る

の
か
―
。〝
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
か
ら
考
え
る
世

界
と
日
本
の
つ
な
が
り
〞を
テ
ー
マ
に
、研

究
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
が
、具

体
的
な
実
践
例
や
日
本
で
の
現
状
、課
題

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
の
佐
藤
寛
さ
ん
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
が
販
売
さ
れ
る
市
も

行
わ
れ
ま
す
。フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
身
近
に

で
き
る
国
際
協
力
の
一
つ
。関
心
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
７
月
18
日（
月
・
祝
）14
時
〜
17
時

場
所
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
講
堂

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0

3
-3
4
0
0
-7
7
1
7

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba

■
愛
知（
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
）

企
画
展「
地
球
の
子
ど
も
た
ち 

学
校
に
行

き
た
い
！
」

　

こ
の
世
界
に
は
、学
校
に
通
い
た
く
て
も

通
え
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。学

校
に
通
え
な
い
本
当
の
理
由
や
途
上
国
の

教
育
問
題
を
通
じ
て
、私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
の
企

画
展
に
合
わ
せ
、７
月
23
日（
土
）に
映
画

『
ミ
ラ
ク
ル
バ
ナ
ナ
』上
映
会
、７
月
31
日

（
日
）に
途
上
国
で
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て

青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。

会
期
：
９
月
４
日（
日
）ま
で　

10
時
〜

18
時（
月
曜
休
館
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0

5
2
-5
3
3
-0
1
2
1

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/nagoya-

hiroba/

「第2回アジア開発フォーラム」開催 ―アジアの持続的発展を目指して―

は
る
ひ
こ

アラバマ州出身の阪神タイガースのブラゼル、
スタンリッジ両選手から、日本の支援に感謝の
気持ちとして贈られたサイン入りポスターと帽
子。JICA兵庫で展示中

01

「中国や韓国の役割が重要に
なっている」と緒方JICA理事長

経済発展の経験を共有し、アジアとしてどう課題解決に取り組むか議論



バングラデシュ

　「
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
新
芽
に
、
ア
リ
が
群
が
っ

て
い
る
の
だ
け
ど
…
」

　「
携
帯
で
写
真
を
撮
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
」

　
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
く
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

加
害
害
虫
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
に
一
気
に
映
し
出
さ
れ
た
。

　「
こ
れ
は
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
で
す
ね
。
新
芽
が

か
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ウ
コ
ン
の
粉
を

ま
く
と
い
い
で
す
よ
」

　
こ
こ
は
、
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
と
し
て
知
ら

れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
村
。
小
さ
な
机

に
置
か
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
前
に
、
農
民
た
ち

が
野
菜
の
栽
培
状
況
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。

　
農
民
と
パ
ソ
コ
ン
―
。〝
貧
し
さ
〞
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
こ
の
国
で
、
異
色
の
組
み
合
わ

せ
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
近

で
は
、
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
田
舎
で
も
、

携
帯
電
話
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
10
数
年
、
同
国
で
急
速
に
普

及
し
て
い
る
の
が
「
テ
レ
セ
ン
タ
ー
」
だ
。

冒
頭
の
や
り
取
り
も
、
テ
レ
セ
ン
タ
ー
で
の

一
コ
マ
。〝
セ
ン
タ
ー
〞
と
い
う
と
仰
々
し
く

聞
こ
え
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話
な
ど
が
置
か
れ

た
簡
素
な
小
屋
。
１
９
９
９
年
以
降
、
マ
イ

ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
成
功
で
知
ら
れ
る
グ
ラ

ミ
ン
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、
グ
ラ
ミ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
仕
掛
け
人
と
な

っ
て
普
及
が
進
み
、
そ
の
数
は
全
国
２
０
０

０
カ
所
以
上
に
も
及
ぶ
。

　
そ
れ
ま
で
一
人
一
台
、Ｂ
Ｏ
Ｐ（Base of 

Pyram
id

）
層
※
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
の
は

不
可
能
に
近
か
っ
た
。
テ
レ
セ
ン
タ
ー
は
、

い
わ
ゆ
る
村
の
〝
情
報
キ
オ
ス
ク
〞。
足
を
運

べ
ば
、
彼
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
当
然
、
そ
れ
だ
け
で
は
貧
困
解
決

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
テ
レ
セ
ン
タ
ー
は
、

農
民
た
ち
の
生
計
向
上
に
有
用
な
情
報
を
提

供
す
る
場
で
あ
る
べ
き
―
。
い
つ
し
か
、
そ

ん
な
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
そ
こ
で
支
援
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
国
立

大
学
法
人
九
州
大
学
。
貧
困
削
減
の
手
段

と
し
て
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
：Inform

a-
tion and Com

m
unication Technology

）

に
い
ち
早
く
着
目
し
、
２
０
０
７
年
に
グ
ラ

ミ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
。
２
０
１
０
年
６
月
か
ら
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、

同
大
学
大
学
院
の
熱
帯
農
学
研
究
セ
ン
タ
ー

と
シ
ス
テ
ム
情
報
研
究
院
が
協
働
で
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
農
民
所
得
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

出
身
の
ア
シ
ル
・
ア
ハ
メ
ッ
ド
准
教
授
を
は
じ

め
、
大
学
内
の
最
強
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
た
。

　
農
業
を
生
活
の
糧
と
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
人
に
と
っ
て
、
買
い
手
の
ニ
ー
ズ
が
分
か

ら
な
い
の
は
深
刻
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
グ
ラ
ミ
ン
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ボ
ン
ガ
バ
ン
ド
ウ
農

業
大
学
、
地
元
の
Ｉ
Ｔ
企
業
Ｗ
ｉ
ｎ
と
協
働

で
、
カ
パ
シ
ア
、
エ
ク
ラ
ス
プ
ー
ル
の
２
つ

の
農
村
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
主
な
活
動
の
一
つ
が
、
化
学
肥
料
や

農
薬
を
で
き
る
だ
け
使
用
し
な
い
「
セ
ミ
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
野
菜
の
栽
培
の
普
及
だ
。
宮

島
郁
夫
准
教
授
に
よ
る
首
都
ダ
ッ
カ
の
流
通

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
が
、
有
機
野
菜
の
需
要
の
高
さ
。
こ
の
ニ

ー
ズ
に
目
を
付
け
、
農
民
た
ち
が
現
金
収
入

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
モ
デ
ル
農
家
を
対
象

に
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
を
支
援
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
連
の
過
程
で
、
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
テ
レ
セ
ン
タ
ー
だ
。「
テ
レ
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
て
、
生
産
・
販
売
活
動
に
有
用
な

情
報
を
農
民
に
伝
え
て
い
く
基
盤
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
熱
帯
農
学
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
緒
方
一
夫
教
授
。
テ
レ
セ

ン
タ
ー
に
は
有
機
栽
培
に
精
通
す
る
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
配
置
。
直
接
来
訪
す
る
農
民
は
も

ち
ろ
ん
、
携
帯
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
る
。そ
し
て
、そ
の
質
問
の
内
容
や
解
決
法
、

有
機
栽
培
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
、
す

べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
農
民
た
ち
は
テ
レ

セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

有
機
栽
培
の
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
集
約

国立大学法人 九州大学
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

※
開
発
途
上
国
の
低
所
得
者
層
。世
界
の
約
40
億
人
が
属

す
る
と
い
わ
れ
る
が
、近
年
は
こ
の
層
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象

と
見
な
す
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

有機栽培について、農民たちと討論するプロジェクトメンバー。適切な種子
や苗の入手方法、市場の動向を踏まえた出荷のタイミングなどを話し合う

農
村
で
携
帯
電
話

情
報
通
信
手
段
の
変
化

インターネットを通じて、世界と簡単につながることができる現代社会。
開発途上国でも、都市と地方の格差是正の手段として
情報通信技術（ICT）の活用が注目を浴びている。

国立大学法人九州大学は、アジアの最貧国バングラデシュの農村で
ICTを活用した農民の生計向上に取り組んでいる。

テレセンターを拠点に
農民の生計向上を

ほ
か
の
農
村
や
都
市
部
と
も
情
報
共
有
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
に
本
格
的
に
始
ま
っ
た
有
機
栽

培
は
、
少
し
ず
つ
、
村
に
変
化
を
生
み
出
し

て
い
る
。
１
月
に
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
収
穫
。
農

民
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

首
都
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
富
裕

層
の
居
住
地
な
ど
の
販
路
開
拓
に
奔
走
し
た
。

収
穫
状
況
を
随
時
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ッ
プ

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
購
入
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
。
農
業
省
や
情
報
科
学
省

の
大
臣
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
食
べ
て
き
た
野

菜
と
〝
一
味
違
う
〞
と
評
判
。
大
手
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
も
関
心
を
寄
せ
て
い

る
と
い
う
。

　
今
ま
さ
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
農
民
た
ち
が
、
新
し
い
挑
戦
に
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
工
夫
次

第
で
付
加
価
値
の
あ
る
農
作
物
が
生
産
で
き
、

生
計
向
上
が
実
現
で
き
る
と
認
識
し
て
ほ
し

い
」
と
緒
方
教
授
。「
特
に
若
い
世
代
に
は
、

技
術
や
知
識
を
携
え
た
人
も
多
く
、
皆
や
る

気
が
あ
り
ま
す
」
と
期
待
す
る
。

　
ま
だ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
通
じ
て
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層

の
生
計
向
上
が
促
進
さ
れ
、
い
ず
れ
は
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
〝
ひ
し
形
〞
に
な
る
日
が
く
れ
ば
―
。

そ
ん
な
強
い
願
い
の
下
、
現
地
の
人
々
と
と

も
に
九
州
大
学
は
奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

自分たちで栽培したセミオーガニックのキャベツ
やカリフラワーを出荷する農民。初めての成果を
前に自信がついてきたようだ

プロジェクトでは、稲のわらや生ごみを使ったたい
肥作りを指導。有機栽培の成功のカギとなる

テレセンターのインターネットに接続したパソコンを
前に、野菜栽培のコツや出荷状況について確認
する農民たち。豊富な情報ソースにアクセスできる
ようになり、農業の幅も広がっている

カパシアのテレセンター。小さな建物だが、
農民たちの大きな可能性のスタート地点だ

プロジェクトサイトの農民に害虫の
防ぎ方を指導する宮島准教授。「バ
ジルも一緒に植えると害虫が寄り付
きませんよ」とアドバイス

！？

ダッカ

カパシア

エクラスプール
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　「
こ
の
棚
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
色
分
け
し
て
並
べ
ま

し
ょ
う
」

　「
効
率
的
に
作
業
す
る
に
は
、
勤
務
シ
フ
ト
の
改

善
も
必
要
で
す
ね
」

　
日
本
か
ら
飛
行
機
で
約
７
時
間
、
ア
ジ
ア
と
世

界
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
郊

外
の
製
造
工
場
で
話
を
し
て
い
る
の
は
、
現
地
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
」の
ラ
ム
・

チ
ュ
ン
・
シ
ー
社
長
。
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

を
目
指
し
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
駆
け
回
る
敏
腕
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
。

　「
実
は
、
日
本
語
の
〝
方
針
（
ほ
う
し
ん
）〞
を

会
社
名
に
し
た
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
ラ
ム
さ
ん
。

そ
う
、
彼
の
指
導
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
発
の
「
カ
イ
ゼ
ン
」
活
動
。「
20
年
以
上
前
、

日
本
企
業
で
５
Ｓ
※
1
や
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
※
2
の
取

り
組
み
を
見
て
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」。

ラ
ム
さ
ん
は
１
９
８
３
〜
90
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
で
行
わ
れ
た
研
修
で
来
日
。
３
カ
月
半
、
日
本

企
業
の
視
察
を
通
じ
て
「
カ
イ
ゼ
ン
」
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
だ
。「
ど
の
工
場
も
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
キ
レ
イ
に
清
掃
さ
れ
て
い
た
。
経
営
陣
が
労
働

者
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
点
も
新

鮮
で
し
た
」。

　
事
の
始
ま
り
は
、
81
年
１
月
に
ア
セ
ア
ン
諸
国

を
歴
訪
し
た
鈴
木
善
幸
首
相
（
当
時
）
が
打
ち
出

し
た
「
ア
セ
ア
ン
人
造
り
計
画
」。
域
内
の
人
材
育

成
に
重
き
を
置
い
た
こ
の
計
画
に
、
総
額
１
億
米

ド
ル
の
支
援
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
同
年
６

月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ア
ン
・
ユ
ー
首

相
（
当
時
）
と
公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部

の
郷
司
浩
平
名
誉
会
長
が
会
談
。
リ
ー
首
相
は
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
生
産
性
運
動
の

話
を
聞
き
、「
日
本
は
資
源
小
国
で
あ
り
な
が
ら
、

戦
後
劇
的
な
経
済
発
展
を
遂
げ
た
。
そ
の
基
礎
を

築
い
た
生
産
性
運
動
、〝
カ
イ
ゼ
ン
〞
や
〝
５
Ｓ
〞

な
ど
の
管
理
技
術
を
導
入
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

そ
れ
ま
で
労
働
集
約
型
の
産
業
構
造
を
推
進
し
て

き
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
っ
て
、
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
知
識
・
資
本
集
約
型
へ
の

移
行
が
最
優
先
課
題
だ
っ
た
の
だ
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
83
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

家
生
産
性
庁
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
協
働
で
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
こ

れ
は
、
物
資
供
与
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
人
材
育
成

と
い
う
ソ
フ
ト
面
に
特
化
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
初
の
生

産
性
向
上
分
野
の
支
援
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
目
標
は
、Ｎ
Ｐ
Ｂ
が
自
ら

の
力
で
、
生
産
性
運
動
を
継
続
的
に
展
開
で
き
る

組
織
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
ま
ず
は
Ｎ

Ｐ
Ｂ
職
員
を
対
象
に
、
日
本
人
が
築
き
上
げ
て
き

た
「
生
産
性
向
上
」
の
理
念
を
学
ぶ
講
義
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
１
年
が
た
っ
た
こ
ろ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
。
当
時
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
日
本
生
産
性
本
部

の
谷
口
恒
明
理
事
長
い
わ
く
、「
目
に
見
え
た
成
果

が
ち
っ
と
も
見
え
て
こ
な
い
と
不
満
の
声
が
上
が

っ
て
き
た
」
か
ら
だ
。

　
日
本
で
は
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に
５
Ｓ
が
必

要
と
い
う
こ
と
も
、〝
皆
が
分
か
っ
て
い
る
〞
前
提

だ
っ
た
。
し
か
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
そ
ん
な

素
地
は
ま
っ
た
く
な
い
。
定
量
的
な
成
果
や
理
論

的
な
説
明
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
。
日
本
の〝
暗

黙
知
〞
を
Ｎ
Ｐ
Ｂ
職
員
に
伝
え
る
に
は
、
机
上
の

学
び
で
は
な
く
、
ま
ず
は
現
場
で
や
っ
て
見
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。「
彼
ら
が
求
め
て
い
た
の
は
、

〝
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
教
育
）〞
で
は
な
く
〝
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
訓
練
）〞
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
谷
口

理
事
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
実
情

と
日
本
の
生
産
現
場
に
詳
し
い
、
民
間
出
身
の
桜

井
清
彦
さ
ん
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
に
招
い
て
、
従
来
の
支
援
体
制
を
一
新
。
こ
れ

ま
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
徹
し
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専

門
家
も
と
に
か
く
現
場
に
足
を
運
び
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
人
に
徹
底
的
に
〝
カ
イ
ゼ
ン
〞
を
指
導
し
た
。

使
用
工
具
の
整
理
、
在
庫
の
管
理
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）
の
徹
底
…
。
一
つ
一

つ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
多
く

の
効
果
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
次
第
に
Ｎ
Ｐ
Ｂ

職
員
の
間
に
も
生
産
性
向
上
の
精
神
が
浸
透
し
て

い
っ
た
。

　「
月
一
回
、
両
国
の
代
表
者
が
顔
を
つ
き
合
わ
せ

て
と
に
か
く
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
。
理
屈
に
な
ら

な
い
反
論
は
通
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
本
人
側
も
理

論
的
に
も
の
を
言
う
技
が
身
に
付
き
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
、
３
代
目
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
福
田
靖

さ
ん
。
そ
ん
な
人
間
く
さ
い
付
き
合
い
を
し
て
い

る
う
ち
に
双
方
の
溝
が
埋
ま
っ
て
い
き
、〝
生
産
性

フ
ァ
ミ
リ
ー
〞
と
し
て
の
意
識
が
育
っ
て
い
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、Ｎ
Ｐ
Ｂ
職
員
は

自
ら
企
業
診
断
を
実
践
で
き
る
ま
で
に
成
長
し
て

い
た
の
だ
。

　
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
カ
イ
ゼ
ン
を
指

導
す
る
際
に
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
も
作
成
。
し
か

し
最
初
に
完
成
し
た
の
は
日
本
語
を
英
語
に
直
訳

し
た
も
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
使
用
す
る
に
は

不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
こ
れ
で
は

話
に
な
ら
な
い
」。
日
本
人
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
が

二
人
三
脚
で
、
一
か
ら
翻
訳
を
や
り
直
し
た
。
一

切
妥
協
を
許
さ
ず
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
物
申
し
続
け
た
Ｎ

Ｐ
Ｂ
。
そ
こ
に
は
支
援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
の
枠

を
超
え
た
、〝
協
働
〞
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
２
年
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
期
間
を
経
て
、
90
年

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
。
リ
ー
首
相
は
「
生
産

性
と
は
絶
え
間
な
い
改
善
。
わ
れ
わ
れ
が
目
標
に

到
達
す
る
の
は
10
年
後
だ
」
と
、
引
き
続
き
〝
明

日
へ
の
挑
戦
〞
を
続
け
て
い
く
決
意
を
表
明
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
20
年
―
。
日
本
の
生
産
性
運
動
や
カ

イ
ゼ
ン
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
と
し
て
浸
透
。

現
地
の
企
業
人
に
根
付
き
、
こ
の
国
の
経
済
成
長

の
要
と
な
っ
て
い
る
。

共
に
奮
闘
し
た

〝
生
産
性
フ
ァ
ミ
リ
ー
〞

※
1
整
理
、整
頓
、清
掃
、清
潔
、し
つ
け
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
。生

産
性
向
上
の
た
め
、現
場
で
徹
底
さ
れ
る
べ
き
取
り
組
み
を
指
す
。

※
2
職
場
内
で
品
質
管
理（Q

uality 
C
ontrol

）を
自
主
的
に
行
う
小

グ
ル
ー
プ
。

日
本
の
戦
後
復
興
の

底
力
に
学
び
た
い

ア
ジ
ア
経
済
の
中
心
地
と
し
て
、世
界
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。

多
国
籍
企
業
の
進
出
な
ど
も
後
押
し
し
、順
調
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
産
業
界
の
発
展
の
裏
に
あ
っ
た
の
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
た
ち
が
伝
え
た「
生
産
性
向
上
」の
取
り
組
み
だ
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
流

カ
イ
ゼ
ン
の
誕
生
秘
話 次世代への財産

　JICAの生産性向上分野の支援は、アジアだ
けでなく、中東、中南米、アフリカにも広まってい
る。その一つが、2009年からエチオピアで実施さ
れている「品質・生産性向上計画調査（通称：カイ
ゼンプロジェクト）」だ。
　エチオピアでは、メレス・ゼナウィ首相のリーダー
シップの下、工業省に「カイゼンユニット」が設置
され、日本のカイゼンを応用した「エチオピア式生
産性向上」の全国普及計画を策定している。「カ
イゼンは、日本だけでなく多くの国で成果を上げて
いる。文化的環境に関係なく、どこでも適応しうる
万国共通の経営哲学だと思った」とメレス首相。
全従業員が参加することで継続的な改善が期待
できるという点が、カイゼンの利点の一つだと評価
している。
　JICAは30社を対象にパイロットプロジェクトを
実施し、企業診断を通じて“カイゼン”を伝授。「将
来的には、全国にカイゼンを普及し、すべての企
業において生産性の向上、製品の品質改善を期
待したい」とメレス首相は意気込んでいる。

今年５月、プロジェクトで作成されたカイゼン・マニュア
ルをメレス首相（右）に手渡すJICA産業開発・公共
政策部の桑島京子部長

1985年、アイシン精機株式会社で2週間研修を受けたラム
さん（上写真、後列右から3人目）。現在はコンサルタントとして
活躍している（右写真、左から2人目）

■プロジェクト7年間の主な成果

シンガポール

プロジェクトの健闘をたたえ合い、握手を交
わす日本生産性本部の宮井仁之助理事長
（当時）とシンガポールの責任者

1984年、シンガポールの新聞に掲載されたプロジェクトの広報
記事。「日本のマネジメントの“秘密”を暴くため国家生産性庁の
職員が渡日」と紹介

アフリカも“カイゼン”に注目
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約100社

約15,000人

約100点

196人 200人以上

開発された教材
カイゼンを導入・
実践した企業

日本で
研修を受けた
シンガポール人

シンガポールで
研修を行った
日本人専門家

日本人専門家の
指導を受けた
シンガポール人



レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
そ
う
こ
れ
は
、
世
界
中
の
貧
困

層
の
半
減
に
向
け
、国
際
社
会
が
定
め
た「
８

つ
の
ゴ
ー
ル
」。
２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成

す
べ
き
、私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た〝
宿
題
〞だ
。

　
世
界
に
は
１
日
１
・
25
ド
ル
未
満
で
暮
ら

す
人
々
が
４
人
に
１
人
。
実
に
14
億
人
が〝
貧

困
〞に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

国
際
社
会
は
近
年
、
途
上
国
の
教
育
や
保
健

医
療
な
ど
の
社
会
開
発
分
野
に
焦
点
を
当

て
た
支
援
を
重
視
。
そ
の
象
徴
が
、
01
年
の

「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
を
受
け
て
誕
生

し
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
。
具
体
的
に
は
、
貧
困
削

減
、
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
保
健
医
療
、
環

境
な
ど
８
つ
の
目
標
（
右
表
）
別
に
、
明
確

な
数
値
目
標
を
定
め
た
も
の
。
さ
ら
に
、「
２

０
１
５
年
」
と
い
う
達
成
期
限
を
設
置
し
た

と
い
う
点
で
も
画
期
的
だ
。
そ
の
中
で
日
本

は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
理
念
を
打
ち
出

し
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
べ
く
、〝
国

家
〞
で
な
く
〝
個
人
〞
に
焦
点
を
当
て
た
支

援
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

　
達
成
期
限
ま
で
残
り
５
年
を
迎
え
た
２
０

１
０
年
９
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
国
連
首
脳
会
合
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
場

で
、
菅
直
人
総
理
大
臣
が
同
会
合
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
す
る
国
際
会
議
を
翌
年
に
日
本
で

開
催
す
る
こ
と
を
表
明
。 
そ
し
て
６
月
２
日

か
ら
２
日
間
、国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、

国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）、
世
界

銀
行
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
催
で
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
」
を
東
京
都
内
で
開

き
、
１
１
０
カ
国
以
上
（
世
界
24
カ
国
の
閣

僚
級
・
副
大
臣
、
20
の
地
域
・
国
際
機
関
、

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど
）
計
３

ミ

今さら聞けない・・・
ミレニアム開発目標って
なに！？

ODAを知る

MDGs

０
０
人
以
上
が
一
堂
に
会
し
た
。

　
開
会
式
の
ス
ピ
ー
チ
で
松
本
剛
明
外
務
大

臣
は
、
戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
で
あ
る
東
日

本
大
震
災
に
つ
い
て
触
れ
、
世
界
中
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
明
。
さ
ら

に
、
今
回
の
震
災
を
通
じ
て
国
際
社
会
に
お

け
る
「
連
帯
」
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
し
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
は
、
国
際
社
会
に

よ
る
真
に
効
果
的
な
手
法
の
追
求
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
で
焦
点
と
な
っ
た

の
は
、
残
り
４
年
で
の
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
目
標
へ
の
対
応
策
だ
。
松
本
外
務
大
臣

は
貧
困
や
疾
病
、
自
然
災
害
と
い
っ
た
試
練

を
克
服
す
る
た
め
に
は
、「
人
間
安
全
保
障
」

を
重
視
し
た
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

発
言
。
昨
年
の
会
合
で
も
提
唱
し
た
母
子
保

健
の「
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」※
1
、
教
育
分
野
の

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
何
を
重
視
し
て
い
る

の
？
」「
ど
の
国
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
の
？
」「
過
去
に
ど
の
く
ら

い
実
績
が
あ
る
の
？
」
…
。
こ
う
し
た
疑
問

に
答
え
て
く
れ
る
外
務
省
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
こ
の
た
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　
変
更
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ず
ば
り
〝
分
か

り
や
す
さ
〞。
こ
れ
ま
で
複
数
ペ
ー
ジ
に
ま

た
が
っ
て
い
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
政
策
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
情
報
を
国
別
に
ま
と
め
、
ほ
し
い
情
報

が
よ
り
簡
単
に
検
索
・
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
フ
ォ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
。
そ
の
時
々
の
ホ
ッ
ト

な
話
題
が
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
操
作
方
法
も
簡
略
化
。「
知
り

た
い
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
」

な
ん
て
こ
と
が
な
い
よ
う
に
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ

ン
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
し
、
今
ま
で
な
ら
た
ど

り
着
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
ペ
ー
ジ

に
も
１
ク
リ
ッ
ク
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
。
視
覚
障
害
者
の
方
や
マ
ウ
ス
操
作
が
難

し
い
方
も
活
用
し
や
す
い
設
計
に
な
っ
て
い

る
。

　
外
務
省
国
際
協
力
局
の
担
当
者
は
「
よ
り

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
サ
イ
ト
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
『
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
』
コ
ー
ナ
ー
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。
前
回（
６
月
号
）

で
紹
介
し
た
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
見
え
る
化
」
サ
イ
ト

や
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
世
界
各
国
・

地
域
か
ら
届
け
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
支
援

の
詳
細
に
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　
毎
日
更
新
さ
れ
る
「
新
着
情
報
」
で
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
動
き
を
ウ
ォ
ッ
チ
す
る
も
よ
し
、
ホ
ッ

ト
な
話
題
の
写
真
を
眺
め
る
も
よ
し
、
国
際

協
力
へ
の
参
加
方
法
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
よ

し
。
ま
さ
に
使
い
方
は
イ
ロ
イ
ロ
。
新
し
く

な
っ
た
O
D
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
一
度

訪
れ
て
み
よ
う
。

操作方法が簡単になり、「どこにどの情報があるか」が1ク
リックで分かるように

日

「
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」※
2
な
ど
、
日

本
発
の
支
援
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
あ
ら
た
め

て
強
調
し
た
。ま
た
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め

に
は
、伝
統
的
な
ド
ナ
ー
の
み
な
ら
ず
、近
年

著
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
る
新
興
国
の
役

割
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
企
業
や

市
民
社
会
な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
観
点
か
ら
、
官
民

連
携
の
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
日
本
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

含
む
国
際
的
な
課
題
に
対
し
、
引
き
続
き
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
関
係
国
・
機
関
と
と

も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

知りたい情報が即座に分かる！

民主化

ュ
ニ
ジ
ア
に
端
を
発
し
た
中
東
・
北

ア
フ
リ
カ
地
域
で
の
民
主
化
運
動
。

最
近
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
事

態
が
収
束
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
チ
ュ

ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
に
長
期
独
裁

政
権
が
崩
壊
し
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」（
＝
民
主

化
）
を
迎
え
た
国
が
あ
る
一
方
、
リ
ビ
ア
や

シ
リ
ア
の
よ
う
に
、
な
お
も
衝
突
が
繰
り
返

さ
れ
、い
ま
だ
出
口
の
見
え
な
い
国
も
多
い
。

　
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
治
・
経
済
・

社
会
分
野
の
変
革
に
向
け
た
努
力
に
対
し

て
、Ｇ
８
（
先
進
主
要
８
カ
国
）
は
歓
迎
の

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
５
月
26
〜
27
日
、
フ

ラ
ン
ス
・
ド
ー
ヴ
ィ
ル
で
開
か
れ
た
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
に
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の

首
脳
が
招
待
さ
れ
、「
ド
ー
ヴ
ィ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
宣
言
。
民
主
化
移
行
・

政
治
改
革
を
後
押
し
す
る
た
め
、
世
界
銀

行
な
ど
の
国
際
開
発
金
融
機
関
が
両
国
に

対
し
２
０
０
億
ド
ル
以
上
を
供
与
す
る
こ

と
を
表
明
し
た
。
ま
た
Ｇ
８
は
、
自
由
で
民

主
的
な
社
会
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
他
の

国
々
に
も
、
中
長
期
的
な
経
済
支
援
を
行
う

こ
と
で
一
致
。
こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
「
ア

ラ
ブ
の
春
に
関
す
る
Ｇ
８
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。

　
日
本
の
菅
直
人
総
理
大
臣
は
、「
イ
ス
ラ

ム
教
徒
を
抱
え
る
国
も
多
い
東
南
ア
ジ
ア
で

は
、
国
民
の
合
意
の
下
に
寛
容
な
社
会
が
築

か
れ
て
き
た
」
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に
こ
の

地
域
の
民
主
化
や
安
定
、
成
長
に
貢
献
し
て

き
た
日
本
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
公
正
な
政

治
・
行
政
運
営
」「
人
づ
く
り
」「
雇
用
促
進
・

産
業
育
成
」
を
中
心
に
、
各
国
の
体
制
移
行

や
政
治
改
革
に
向
け
た
自
助
努
力
を
支
え
て

い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
迎
え
つ
つ

あ
る
変
革
期
。
日
本
を
含
め
、
国
際
社
会

が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

「アラブの春」はやってくるのか？

ミレニアム開発目標フォローアップ会合

日本はMDGs達成のため、さまざまな取り組みを実施。母子
保健分野では妊産婦・新生児の死亡率削減に向け、バングラ
デシュなどで安全なお産を推進

※
1 

妊
産
婦
の
定
期
健
診
や
病
院
で
の
適
切
な
新
生

児
ケ
ア
、ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
、産
前
か
ら
産
後
ま
で
の

切
れ
目
な
い
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
。

※
2 

学
校
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・
行
政
が
一
体
と
な
り
、教

員
の
質
、学
校
運
営
、女
子
や
障
害
児
の
就
学
率
向
上

な
ど
、包
括
的
な
学
習
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と
。

ODAホームページがリニューアル

中東・北アフリカで民主化の動き

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

「

チ

■MDGs 8つのゴール

■主なコンテンツ

新しくなった外務省のＯＤＡホームページ
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/

5月26～27日、フランス北部のドーヴィルで開かれたG8サ
ミット。日本からは菅総理大臣と松本外務大臣（右から2人
目）が出席。長期独裁政権に終止符が打たれたチュニジ
ア・エジプト両国の首脳も招待された

公正な政治・
行政運営の実現

雇用促進・
産業育成

人づくり

重点分野 具体的な支援内容

中東・北アフリカ諸国の改革･体制移行プロセスへの支
援を表明した日本。重点分野は上記の3つ

■日本が表明した支援

日本のODA政策や実施体制、予算・実
績、ちょっといい話など、基本情報を紹介。

国別・地域別にODA政策や国際約束
（交換公文）、プロジェクト情報などを
掲載。

ミレニアム開発目標（MDGs）など、日本が
重点を置くODAの政策や分野を解説。

「ODA白書」や「国別データブック」といった
報告書の閲覧、メルマガ登録などが可能。

学校などに外務省職員を派遣する「ODA
出前講座」など私たち個人が参加できる情
報を掲載。

ODAとは？

国別地域別
政策・情報

重点政策・
分野別政策

広報・資料

参加希望

① 選挙支援
② ガバナンス支援
③ 格差是正と安定化

① 職業訓練・教育施設の整備
② 産業技術者の育成
③ 高等教育・科学技術教育の振興

① インフラ整備
② 中小企業を含む産業多角化
　 支援・投資環境改善
③ 日本の経験・ノウハウの活用

極度の貧困と飢餓の撲滅

初等教育の完全普及の達成

ジェンダー平等推進と女性の地位向上

乳幼児死亡率の削減

妊産婦の健康の改善

環境の持続可能性確保

開発のためのグローバルなパートナーシップ
の推進

HIV／エイズ、マラリア、その他の疾病の
まん延の防止

※MDGsのロゴはNPO法人「ほっとけない 世界のまずしさ」が作成。
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ラ
オ
ス
で
見
た
日
本
人
の
軌
跡

遠藤さんのラオス・カンボジア視察の詳細は、
JICAホームページ（http://www.jica.go.jp/activities/evaluation/monitoring.html） へ。

の
前
に
広
が
る
大
き
な
ダ
ム
湖
―
。

ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
か

ら
車
で
約
２
時
間
、
メ
コ
ン
川
の
支
流
に
建
設

さ
れ
た
ナ
ム
グ
ム
・
ダ
ム
に
着
く
と
、
そ
こ
に

は
、
都
市
の
け
ん
騒
と
は
か
け
離
れ
た
お
だ
や

か
な
空
間
が
あ
っ
た
。

　「
こ
の
ダ
ム
の
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
人
々

が
ど
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
時
間
を
費
や
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
…
」

　
そ
う
話
す
の
は
、「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」著
名
人
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、

女
優
の
遠
藤
久
美
子
さ
ん
。
数
年
前
、
テ
レ
ビ

番
組
の
撮
影
で
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
（
看
護
師
）
の
活
動
を
視
察
し
た
遠
藤
さ

ん
は
、
今
度
は
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

メ
コ
ン
地
域
に
足
を
運
ん
だ
。

　
１
９
７
０
年
代
、
日
本
を
含
む
９
カ
国
の
支

援
で
建
設
さ
れ
た
ナ
ム
グ
ム
・
ダ
ム
。
こ
こ
で

発
電
さ
れ
た
電
力
の
７
〜
８
割
が
タ
イ
に
輸
出

さ
れ
、
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
貴
重
な
外
貨
獲
得
の

手
段
と
な
っ
て
い
る
。
ダ
ム
の
管
理
施
設
で
テ

キ
パ
キ
と
働
く
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
「
こ
の

ダ
ム
は
、
日
本
人
の
技
術
者
か
ら
懸
命
に
学
び

続
け
て
き
た
、
彼
ら
の
努
力
の
結
晶
で
す
ね
」

と
遠
藤
さ
ん
は
感
心
し
た
様
子
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
北
上
す
る
こ
と
約
40
分
、
協
力
隊
の

宮
本
幸
子
さ
ん
（
小
学
校
教
諭
）
が
活
動
す
る

サ
ー
テ
ィ
ッ
ト
ト
ン
カ
ム
小
学
校
へ
。「
ラ
オ

ス
の
小
学
校
で
は
、
教
材
が
不
足
し
て
い
る
上

に
体
系
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。
最
初
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し
た
ら
い
い
の

か
悩
み
ま
し
た
」
と
話
す
宮
本
さ
ん
。
教
材
を

改
良
し
た
り
、
授
業
の
進
め
方
を
工
夫
し
た
り

…
、
そ
ん
な
ふ
う
に
現
地
の
先
生
と
と
も
に
試

行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
。「
日
本
の
や
り
方
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
に
合
っ
た

や
り
方
を
見
つ
け
よ
う
と
努
力
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
も
生
き
生
き
と
学
ん
で
い
て
、
宮

本
さ
ん
の
思
い
は
み
ん
な
に
届
い
て
い
ま
す

ね
」
と
遠
藤
さ
ん
は
感
動
し
て
い
た
。

　
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草

の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
難
民
を
助
け
る
会
が
支
援
す
る
車
い
す
製
造

工
場
を
視
察
。
こ
こ
で
は
、
事
前
に
使
用
者
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
一

人
一
人
に
合
っ
た
〝
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
〞
の
車

い
す
が
作
ら
れ
て
い
る
。
遠
藤
さ
ん
は
工
場
長

の
話
を
聞
き
な
が
ら
「
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
も
見
据
え
て
い
て
、
将
来
が
楽
し
み
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
国
境
を
越
え
て
、
隣
国
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
―
。
70
年
代
後
半
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
時
代

の
混
乱
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に

お
い
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
同
国
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
復
興
支
援
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
一
つ
が
、
人
々
の
生
命
の
源
と
な

る
〝
水
〞
に
対
す
る
支
援
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
90
年
代

か
ら
水
道
施
設
の
改
修
を
行
い
、

03
年
か
ら
は
北
九
州
市
水
道
局
、

横
浜
市
水
道
局
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公
社
の
人

材
育
成
を
展
開
し
て
き
た
。

　
こ
の
日
、
遠
藤
さ
ん
は
日
本
が

改
修
を
支
援
し
た
プ
ン
プ
レ
ッ
ク

浄
水
場
を
訪
れ
た
。「
市
内
で
は
水

道
水
が
飲
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
」
と
い
う
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公

社
職
員
の
説
明
を
聞
き
、「
日
本
の

思
い
が
き
ち
ん
と
形
に
な
っ
て
い

ま
す
ね
」
と
遠
藤
さ
ん
。
運
営
か

ら
管
理
ま
で
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見

て
、「
日
本
の
支
援
を
卒
業
し
て
、

育
成
さ
れ
た
人
材
が
活
躍
し
て
い

る
の
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
が
国

際
協
力
な
ん
で
す
ね
」

と
話
し
た
。

　
し
か
し
市
街
地
か
ら

離
れ
る
と
、
ま
だ
ま
だ

水
道
が
通
っ
て
な
い
地

域
も
多
い
。
コ
ン
ポ
ン

チ
ャ
ム
州
カ
ン
ト
ゥ
ー

ト
村
で
は
、
日
本
の
協

力
で
井
戸
が
４
つ
建
設

さ
れ
て
い
た
。
一
つ
一

つ
の
井
戸
を
自
分
の
子

ど
も
の
よ
う
に
気
に
か

け
、
住
民
と
と
も
に
維

持
管
理
に
汗
を
流
す
大

野
孝
之
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
、
遠
藤
さ
ん
は

大
変
感
銘
を
受
け
た
様
子
。「
た
だ
井
戸
を
受

け
渡
す
だ
け
で
な
く
、『
一
緒
に
や
ろ
う
！
』

と
呼
び
掛
け
な
い
と
、
住
民
も
つ
い
て
こ
な
い

ん
で
す
ね
。
大
野
専
門
家
の
井
戸
や
村
人
へ
の

思
い
や
り
に
感
動
し
ま
し
た
」。

　
１
週
間
の
滞
在
で
、
2
カ
国
10
以
上
の
現
場

に
足
を
運
ん
だ
遠
藤
さ
ん
。
今
回
の
視
察
を
通

じ
て
、「
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
が
、

国
際
協
力
を
通
じ
て
日
本
と
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
」
と
感
じ
た
と
い
う
。「
途
上
国
で
奮
闘

し
て
い
る
日
本
人
に
出
会
っ
て
、
こ
ん
な
に
も

日
々
悩
み
葛
藤
し
て
、
何
か
を
築
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
現
場
に
行

か
な
い
と
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
」。

　
地
球
が
丸
い
み
た
い
に
、
世
界
中
の
す
べ
て

の
人
が
平
等
に
潤
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
―
。
遠

藤
さ
ん
の
そ
ん
な
思
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
彼
女

の
発
信
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

〝
生
命
の
水
〞
の
源
に
あ
る
努
力

目

サーティットトンカム小学校の
子どもたちと。「子どもたちの
成長が見えるので、日々やり
がいを感じています」という宮
本隊員の言葉に、遠藤さんは
感銘を受けていた

日本の円借款で建設されたナムグム・ダム。「“将来はダムを支える
リーダーになりたい”と、力強く話してくれたスタッフの笑顔が印象的
でした」と遠藤さん

遠藤久美子さん
メコンの国際協力の現場へ

全長４,８００キロに及ぶ大河の恵みを受け、著しい発展を遂げるメコン地域。
長年にわたり日本が協力を行ってきたこの地を、

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバーの遠藤久美子さんが訪問。
ラオスとカンボジアの国際協力の現場を視察した。

in ラオス＆カンボジア
（上）ラオス南部では大分県発の地場産業を推進する取り組みとして「一村一品プロジェ
クト」を実施中。遠藤さんもバナナの茎の繊維を使った織物に挑戦
（下）コンポンチャム州カントゥート村に建設された井戸。「安全な水が使えるようになり病
気が減った」と村人たちは喜んでいた

カントゥート村の人々に歓迎を受ける遠藤さん。「一つ
一つの支援が積み重なりこの国の人たちの選択肢が
増えていき、自立につながっていくのだと感じました」

カンボジア

ラオス

July 2011                          2829                         July 2011



変
わ
る
街
、

変
わ
ら
ぬ
人
々

Bolivia
地球ギャラリー vol.34

展望台から見たラパス市内の夜景。
奥に見えるのは標高6,439メートルのイリマニ山

［ボリビア］
写真・文＝今村 健志朗（写真家）



地球ギャラリー vol.34

相
変
わ
ら
ず
だ
が
、明
か
り
の
数
が
増
え

た
。高
層
ビ
ル
が
集
中
す
る〝
す
り
鉢
の
底
〞

で
は
、氷
点
下
近
い
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、週
末
の
夜
を
楽
し
む
人
々
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。

　
か
つ
て
は「
黄
金
の
玉
座
に
座
る
乞
食
」

と
い
わ
れ
た
ボ
リ
ビ
ア
だ
が
、近
年
は
豊
富

な
天
然
資
源
が
注
目
さ
れ
、潜
在
力
が
目
覚

め
た
。先
住
民
出
身
の
モ
ラ
レ
ス
大
統
領
は

２
０
０
６
年
以
降
、一
部
の
資
源
を
国
有
化

し
、先
住
民
の
権
利
を
拡
大
。国
名
も「
ボ
リ

ビ
ア
多
民
族
国
」へ
と
変
え
た
。

　
も
う
一
つ
驚
か
さ
れ
た
の
は
、ウ
ユ
ニ
に

国
際
空
港
を
造
る
動
き
が
あ
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
だ
。ウ
ユ
ニ
と
い
え
ば
、世
界
遺
産

に
も
指
定
さ
れ
た
塩
湖
で
有
名
な
観
光
地
。

国
際
線
が
就
航
す
れ
ば
、塩
湖
に
眠
る
リ
チ

ウ
ム
の
争
奪
戦
だ
け
で
な
く
、雨
が
降
る
と

青
空
を
丸
ご
と
映
し
出
す
、あ
の〝
天
空
の

鏡
〞の
開
発
に
も
拍
車
が
か
か
る
に
違
い
な

い
。

　
日
本
か
ら
約
30
時
間
。南
米
ボ
リ
ビ
ア
の

玄
関
口
エ
ル
・
ア
ル
ト
国
際
空
港
は
海
抜
４

０
７
１
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、国
際
空
港
と
し

て
は
世
界
最
高
所
だ
。機
内
で
隣
に
座
っ
た

お
じ
さ
ん
の「
高
山
病
に
気
を
付
け
て
。コ

カ
茶
を
飲
む
と
い
い
。慣
れ
る
ま
で
は
何
事

も
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ（
少
し
ず
つ
）だ
よ
」と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
を
思
い
出
す
。

　
空
港
を
出
て
驚
い
た
の
は
、巨
大
化
し
た

エ
ル
・
ア
ル
ト
の
街
だ
。前
回
訪
れ
た
の
が

10
年
前
。そ
の
面
影
が
ま
る
で
な
い
。エ
ル
・

ア
ル
ト
市
は
事
実
上
の
首
都
・
ラ
パ
ス
に
隣

接
し
、衛
星
都
市
と
し
て
拡
大
し
て
き
た

が
、近
年
に
な
っ
て
人
口
が
急
増
。そ
の
数

は
１
０
０
万
人
を
超
え
た
。人
口
で
は
ラ
パ

ス
を
凌
ぐ
も
の
の
、海
抜
４
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
こ
の
厳
し
い
環
境
で
暮
ら
す
人
々
の

多
く
が
低
所
得
者
だ
。

　〝
す
り
鉢
状
〞の
地
形
で
知
ら
れ
る
ラ
パ

ス
の
夜
景
も
賑
や
か
に
な
っ
て
い
た
。斜
面

を
覆
い
尽
く
す
日
干
し
レ
ン
ガ
の
家
々
は

a.昼下がりの野菜市場。退屈そうに哺乳瓶を
くわえ店番をする赤ん坊
b.標高4,000メートルのアルティプラーノ（高
原地帯）を縦断し、隣国チリへも通じる国道
c.すり鉢の底、ラパス中心部の大気汚染は深
刻。エル・アルトより標高が低いため空気は濃
いが、排気ガスも濃い

a

b

c

d

e

d.酸素が薄いため、空港ロビーには酸
素ボンベを携えた看護スタッフが待機
し、気分が悪くなった旅行客を介抱する
e.斜面を下った先に、積み重なるように
家々が建ち並ぶラパスの街並み



　
ラ
パ
ス
市
内
の
市
場
を
歩
い
て
い
る
と

き
だ
っ
た
。突
然
、「
写
真
を
撮
る
な
！
」と

い
う
女
性
の
怒
声
と
と
も
に
、石
こ
ろ
の
よ

う
な
物
体
が
飛
ん
で
き
た
。そ
の
正
体
は
、

チ
ュ
ー
ニ
ョ
と
呼
ば
れ
る
乾
燥
さ
せ
た
ジ

ャ
ガ
イ
モ
だ
っ
た
。南
米
は
野
菜
の
ふ
る
さ

と
。日
本
人
に
も
な
じ
み
の
あ
る
ト
マ
ト
や

ピ
ー
マ
ン
、ト
ウ
ガ
ラ
シ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

す
べ
て
南
米
原
産
だ
。

　
チ
ュ
ー
ニ
ョ
は
先
住
民
に
と
っ
て
昔
も

今
も
変
わ
ら
ず
欠
か
せ
な
い
保
存
食
。土
か

ら
掘
り
起
こ
し
て
地
面
に
置
い
て
お
い
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
足
で
踏
ん
で
水
分
を
抜
き
、

自
然
乾
燥
さ
せ
る
。食
べ
る
と
き
は
水
で
戻

し
て
煮
込
み
料
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　
ラ
パ
ス
か
ら
一
路
、南
東
の
サ
ン
タ
ク
ル

ス
へ
。こ
こ
は
ボ
リ
ビ
ア
第
二
の
都
市
。海

抜
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、リ
ャ
ー
ノ
と
呼
ば

れ
る
平
原
地
帯
に
位
置
し
、緑
が
豊
か
で
亜

熱
帯
気
候
。市
場
で
は
ク
ル
セ
ー
ニ
ョ（
サ

ン
タ
ク
ル
ス
人
）た
ち
が
陽
気
に
行
き
交

う
。や
っ
と
ラ
テ
ン
ら
し
さ
を
感
じ
た
。寒

さ
と
薄
い
空
気
か
ら
解
放
さ
れ
、緊
張
が
一

気
に
解
け
た
。住
み
や
す
さ
な
ら
断
然
サ
ン

タ
ク
ル
ス
だ
。だ
が
、生
命
の
力
強
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
ラ
パ
ス
の
厳
し
い
自
然

は
、不
思
議
と
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

首都 ： ラパス（憲法上の首都はスクレ）
面積 ： 110万㎢（日本の約3倍）
人口 ： 1,043万人（2010年）
言語 ： スペイン語、ケチュア語、アイマラ語
宗教 ： 国民の大多数はカトリック
1人当たり国民総所得（GNI） ： 1,630ドル（2009年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、アメリカの各都市などでの乗り
継ぎが一般的。
通貨 ： ボリビアーノス（BOB）1BOB＝約11.8円（2011年6月現在）
気候 ： アンデス山脈を中心とした「高原地帯」、その東側の「渓谷
地帯」、熱帯雨林が広がる「平原地帯」で気候が異なる。季節は
5～10月までの乾燥する冬と、11～4月までの雨が多く蒸し暑い
夏に分けられる。

ボリビア料理
ピーナツのスープ

「ソパ・デ・マニ」

　南米大陸の“心臓部”にあるボリビアは、
地域によって気候が異なり、料理もバラエ
ティー豊か。ゆでたジャガイモ、トウモロコ
シ、ソラマメと焼いた牛肉、チーズを盛り合
わせただけのシンプルな料理がある一方、
鶏肉、牛のタンや胃、干し肉、ジャガイモ、ト
マト、タマネギなどの多彩な食材に複数の
サルサ（ソース）をかけたり煮こんだりした
濃厚な味の料理があったりとさまざま。だ
が共通するのは、辛い種類のピーマンや
赤・黄色のトウガラシ、クミン、オレガノ、コシ

ョウなどの香辛料を多く使うこと。どの料理
も辛い味付けが多い。
　そんなボリビア料理の中で、日本人でも
食べやすく、ボリビアの人 も々普段よく食べ
る料理の一つが「ソパ・デ・マニ」と呼ばれ
るピーナツのスープ。ピーナツはボリビア東
部・東南部に位置するサンタクルス県、チ
ュキサカ県、タリハ県を含むチャコ地方が
原産で、4000年前から栽培されている。ビ
タミンB、E、カルシウム、コレステロールを減
らす成分を多く含むことから健康食材とし
て地元でも親しまれる。このスープの発祥
もチャコ地方。生ピーナツの濃厚な味わい
が好まれ、全国で食べられるようになった。
　一年を通してどの地域でも食べること
ができる。安いのもうれしい。ボリビアを訪
れたら、ぜひ昼食に味わってみては。

編集協力：
パトリシア オカベ（JICAボリビア事務所ナショナルスタッフ）

【材料（4人前）】
牛肉（サイコロ状）500g／生ピーナツ
１カップ／ジャガイモ（サイコロ状）2カ
ップ／タマネギ（薄切り）1個／ニンジ
ン（乱切り）3本／マカロニ1カップ／
塩コショウ、オレガノ、パセリ少々／洋
風スープのもと1個
【作り方】
１．弱火でマカロニをきつね色になるま
でフライパンで炒める。

２．生ピーナッツに水を少しずつ加えな
がらミキサーにかけ、クリーム状に
する（水を加えすぎないように注意）。

３．水（2リットル程度）で、牛肉が軟らか
くなるまで中火で煮る。
4．3にニンジンを加え、15分後に1、2、
タマネギ、ジャガイモを入れ、塩コショ
ウ、オレガノ、洋風スープのもとで味を
調える。ジャガイモとマカロニに火が
通ったら、細かく刻んだパセリをまぶし
て召し上がれ。

f.ベフーコ（籐）などヤシ科の植物や竹の繊維でできたカゴや帽子を売る店
g.米と豊富な種類の豆。中南米の食卓に豆は欠かせない
h.白と黒のチューニョ（手前）が市場の店先に並ぶ
i.夕暮れ時のひとときを、陽気な民族音楽を奏で楽しむ人々。サンタクルス市
庁舎の広場にて
j.果物を売る「チョリータ」と呼ばれる先住民の女性。帽子や衣装は地域によ
って異なる。サンタクルス市内のアバスト市場にて

標高4,000メートルの街、パタカマヤで生きる子どもたち。素朴で力強く、じっとレンズの奥を
見つめる

fg

hi

j 
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ボリビア原産のピーナツ。左から、殻付きピーナツ、
生ピーナツ、炒りピーナツ

ボリビア

ラパス
サンタクルス



貧
困
層
の
社
会
的
ケ
ア
と

生
計
向
上
を
支
援

国
民
の
60
％
以
上
が
貧
困
層
に
属
し
、

国
内
の
所
得
格
差
が
南
米
域
内
で
最
も
大
き
い
ボ
リ
ビ
ア
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
貧
困
削
減
の
た
め
、

社
会
開
発
分
野
や
生
産
力
向
上
分
野
の
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　南米の最貧国といわれるボリビアでは、先
住民族が全人口の約3分の1を占める。その
多くがアンデス山脈の高山地域に暮らしてい
るが、農業が可能な土地が少なく交通アク
セスが悪いなどの理由が重なり、大半が貧困
層だ。2006年に誕生した初の先住民族出身
のモラレス大統領は、人々の生活改善に向け
た政策を打ち出し、貧困削減を大きな課題と
している。また、亜鉛、鉛、スズ、銀、天然ガス
などの天然資源が貴重な外貨取得手段だ
が、これは国際価格の変動の影響を受けやす
い。そこでＪＩＣＡは、社会開発と生産力向上の
分野に重点を置き、支援を行っている。
　社会開発分野の一つが母子保健。ボリビ
アの妊産婦死亡率は10万人中180人（08
年）で、南米ではガイアナに次いで2番目に悪
い。妊娠時の定期健診や分娩時の適切なケ
アが受けられれば合併症などを防げる場合が
多いが、先住民の妊産婦たちには伝統的に
慣れ親しんだ出産スタイルがあり、その文化が
考慮されない医療機関に足を運ばない傾向

にある。そこでＪＩＣＡは、人口の大半が先住民
のコチャバンバ県で「権利、多文化、ジェンダ
ーに焦点をあてた村落地域保健ネットワーク
強化プロジェクト」を実施。伝統や文化を尊重
した医療サービスの提供を目指し、医療従事
者への研修に加え、住民による保健委員会
の設置を通じて妊産婦を中心とした住民の要
望が保健医療サービスに反映されるように橋
渡しする支援を行っている。
　また、1995年に障害者法が制定され、06
年には「障害者の完全参加と平等のための
国家計画」が発表されたが、障害者支援を行
うには対象者を認定するための制度が必要。
そこでＪＩＣＡは、06～07年に「ラパス市障害
者登録実施プロジェクト」を実施。障害者の
登録制度を導入し、診断のための人材育成
などを行った結果、モデル地区では適切な障
害診断・登録が行われるようになった。この制
度を全国に普及させるため、09年からは「全
国統一障害者登録プログラム実施促進プロ
ジェクト フェーズ2」を開始。医師などで構成
される診断チームを各県に置き、一定の基準
に沿った診断ができるよう人材育成や体制整
備を行っている。登録制度が普及し障害者が
きちんと把握されることで、最終的には障害者
支援への効果的な政策の策定とサービス提
供がなされることを目指す。
　一方、生産力向上分野では、「北部ラパス
小規模農家の生計向上のための付加価値
型農業プロジェクト」を2010年から実施中。
北部ラパス地域はアンデス山脈からの水が豊
富で、農業開発の潜在性が高い。しかしこの

地域では多くの人々が農業に従事しているも
のの、伝統的な焼き畑農業が主流で収量が
伸びず、貧困から脱却できない人が８割にも
及んでいる。そこで、彼らの生計向上を目指す
べく、現金収入源として換金性の高いカカオ
と主食であるコメの生産性と付加価値の向上
を目指す「農業開発戦略」の策定を支援。試
験農場で品種選定や肥料の与え方、小規模
灌漑などを指導するほか、農村開発・土地省、
県庁、市役所がどう役割分担するかを整理
し、戦略実施のための能力強化に取り組んで
いる。
　また、内陸国である同国では、道路が人、農
産物、生活必需品などの移動手段として重要
だが、舗装率は国道で４割弱、地方道では1
％に満たず、維持管理も十分ではない。また、
エルニーニョの影響による大雨などのため、
大規模な斜面崩壊や落石、橋梁の流出など
が頻発。アクセスが寸断されるたびに、人々、
特に市場へ農作物を売ることで収入を得てい
る貧困層の生活への影響は深刻だ。そこで、
「道路防災及び橋梁維持管理キャパシティ・
ディベロップメントプロジェクト」では、同じよう
に山がちな地形の日本の強みを生かし、災害
発生後に応急処置をするのではなく、予防保
全のノウハウを伝えるため、道路管理局ととも
に各種のマニュアルを策定し、問題の起こっ
た道路や橋梁現場で技術的な指導を行って
いる。さらに、同組織内に設立された道路防
災室の職員が主体となって地方の技術者た
ちを指導し、災害対策のノウハウを地方へ普
及させることを目指している。

JICAの活動
in ボリビア

JICA専門家から指導を受けたサンブエナベントゥー
ラ市の農業技師が、農民に稲の栽培方法を説明

（上）コチェバンバ県プナタ市が日本の草の根・人間
の安全保障無償資金協力により建築した「お産を待
つ家」で出産した先住民の女性。出産のために山間
部から出てくる妊婦が家族と滞在できる施設だ
（下）医師、臨床心理士、ソーシャルワーカーが一つ
のチームとなって障害の程度を診断し、車いすの青
年に障害者証明カードを発行

橋梁周辺の地形を道路防災室の技術者
に解説するJICA専門家
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新 着 情 報

『おじいさんと草原の小学校』
独立から39年目、ケニアで初等教育が無償化されると、子どもたちに混
じって一人の老人が学校へやってきた。一度も教育を受けないまま、祖国
独立のために戦った元マウマウ団戦士のマルゲ、84歳。若き校長ジェー
ンは、何度入学を断っても古着仕立ての制服を着て毎日通ってくる彼を、
ついに受け入れる。その途端、父兄や役所とのトラブルが始まり、やがて
政府やマスコミをも巻き込んだ一大騒動に。そのせいで、ジェーンはとうと
う遠方の小学校に異動となってしまう。マルゲは、ジェーンが戻ってこられ
るよう、子どもたちとともに奮闘する。学びたいという強い意志を持ち続け
た84歳の小学生の実話をもとにした作品。（文＝高倍宣義）

長倉洋海写真展 『北の島・南の島』
地球温暖化により北極と南極の氷が溶け、海面上昇や気候変動などを
引き起こす―。その影響が特に懸念されている「北の島」と「南の島」に
暮らす人々の生活や表情を、写真家・長倉洋海氏が撮影。北極圏に位
置する氷と雪の島グリーンランドで、今なお犬ゾリを使った狩りの生活にこ
だわる「北の島」のイヌイット、平均海抜1メートルの赤道直下の「南の
島」カピンガマランギ環礁で暮らす人々…。環境の変化により今の生活
が続けられなくなるかもしれない中、彼らは何を思っているのか。写真の中
に共存するのは、雄大な自然とその土地に息づいて暮らす人々。その姿
から、地球環境保護の大切さを感じられるはず。

E  VENT

M  OVIE
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『いま誰もが気になるアフリカの大疑問』
飢餓や貧困、紛争―。そんなイメージにとらわれがちなアフリ
カが今、「成長の大陸」として世界中から熱い視線を浴びて
いる。豊富な地下資源を有し、5％前後の経済成長率を維
持している一方、チュニジアやエジプトでは長期独裁政権が
民衆の力によって崩壊し、その
余波がいまだ続いている。本
書では、新しい時代に突入した
アフリカについての基礎知識
や政治体制、経済、自然、文
化、紛争など、あらゆるテーマを
解説。日本が近年アフリカ向
けの政府開発援助（ODA）を
強化しているなど、日本とアフリ
カの関係についても知ること
ができる。

B  OOK

『そのこ』
世界には、学校に行けず働かなければならない子どもがおよ
そ2億1,500万人。これは世界の子どもの7人に一人の計
算だ。遠い国の話だと思いがちだが、実は私たちの暮らしと
無関係ではない。例えば、チョコレートや洋服の原料となる
カカオやコットンは、そんな子どもたちによって生産されてい
るのだ。本書は、児童労働を
テーマにした谷川俊太郎さん
の詩に、塚本やすしさんのイラ
ストが加わった絵本。ガーナの
カカオ畑で働く「そのこ」の過
酷な毎日を通して、自分にでき
ることは何か考えようというメッ
セージが込められた一冊。収益
の一部は、世界の子どもを児
童労働から守る活動に取り組
む認定NPO法人ACEに寄付
される。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2010年／イギリス／103分
監督 ： ジャスティン・チャドウィック
出演 ： ナオミ・ハリス、オリヴァー・リトンド、トニー・キゴロギほか
公開 ： 7月30日（土）より、岩波ホール（東京・神保町）ほかにて全国順次公開
配給 ： クロックワークス

○c 2009 British Broadcasting Corporation, UK Film Council and 
First Grader Productions Limited.  All Rights Reserved.

谷川俊太郎 詩　
塚本やすし 絵
晶文社
1,575円（税込）

ニュースなるほど塾 編
河出書房新社
570円（税込）

エ ー ス

日時 ： 7月1日（金）～20日（水）　10時半～19時（無休）
　　　7月6日（水）～14日（木）は18時半まで、最終日は15時まで
会場 ： コニカミノルタプラザ（東京・新宿）　入場料 ： 無料
URL ： www.konicaminolta.jp/plaza/schedule/2011july/island/
問 ： コニカミノルタプラザ　TEL ： 03-3225-5001
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プレゼント付き

今年に入り記録的な高騰を続ける食料価格。その影響を最も
受けやすい途上国に対する、食料の安定的な生産・供給に向
けたJICAの支援を特集します。

　

東
日
本
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災
で
、
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の
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え
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大
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容
し
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
電
通
総
研
の
「
震
災
一
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後
の
生
活
者
意
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査
」
に
よ
る
と
、「
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
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」、「
家
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と
一
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に
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ら
れ
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」
と
い
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、
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で
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と
思
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感
じ
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友
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仲
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。
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さ
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。
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し
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震
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た
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上
国
の
人
々

に
つ
い
て
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え
る
機
会
に
も
な
っ
た
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で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
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の
若
者
は
内
向
き
志
向
と
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ま
す
が
、
震
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後

の
新
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記
事
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で
い
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と
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若
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ラ
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活
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に
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ま
す
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す
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今
回
の
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の
規
模
は
想
像
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き
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日
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だ
け
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で
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ま
せ
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に
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困
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。
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Ｃ
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取
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ら
た
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て
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際
協
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の
新
た
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一
面
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考

え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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お申し込みください。
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　ベトナム北西部、国境近くの山間部に
あるナサンII村。60世帯ほどの小さな村
で暮らすラオ族は、古くから織物が得意
な民族として知られている。
　趣ある高床式の家屋には、必ずといっ
ていいほど木製の機織り機がある。先
祖代々の技を受け継ぎ、家事の合間や
農閑期などに機織りを行う女性たち。近
年、絹や綿などを生産する農家が減り、
原料の調達が困難になってはいるが、近
隣国から仕入れながら、人々は懸命に自
分たちの文化を守り続けてきた。
　特徴はきめ細やかな織柄。どれも思
わず目を奪われるほどの美しさだが、こ
れまでは一枚布やスカートなど実用品の
製作にとどまっていた。そこでJICAは

この村の地場産業として織物を定着すべ
く、縫製技術の講習などの支援を実施。
手織りの味を生かしたかばんやポーチな
どの手工芸品の製作に取り組み始めた。
　「控え目でシャイな彼女たちですが、
新たな技術の習得が自信につながり、今
では展示会で自ら進んで製品の説明を
するまでになりました」と音羽幸保・
JICA専門家。首都のホテルや観光地の
お土産物屋でも販売されるようになり、
村にも活気が出てきた。
　布に織られた動物や伝統的な模様に
は、それぞれ意味があるという。この刺
繍に込められた言い伝えは何だろう―。
そんな風に思いをはせるのもいいかもし
れない。

M
O

N
O

-GATARI FROM JI
C

A
, s 

W
o

rld
 VIETNAM

JULY

2011. NO.33

Vol.33  ベトナム

©Yuki Asada

機織り機で丁寧に細かい柄を織り込んでいく

★ポシェットを4人、ティッシュケース、エコバッグを各3人、
ハンドバッグを2人、ブックカバー、ランチョンマット＆コース
ターを各1人にプレゼント！→詳細は38ページへ

ラオ族のオシャレな織物

ベトナム

ナサンII村
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PROFILE
1993年、古賀いずみ、漆戸啓のいとこ同士のユニ
ットとしてデビュー。95年にリリースした「冬のファン
タジー」が70万枚を超える大ヒット。2001年には
「ひまわり」がボランティア国際年のサポートソング
に。02年にパキスタンのアフガン難民を訪問、現
在は広島で平和をテーマにしたコンサートを行うな
ど社会貢献活動にも積極的に取り組む。2011年
1月より「UN Women（男女平等と女性の社会的
地位強化のための国連機関）さくら」の親善大使。
「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya. jp/ )では、東日本
大震災の被災地を支援しているプロ
ジェクトメンバーの活動状況について
紹介しています。

　2001年秋、日本人のアーティストが
集まり「アフガニスタン難民チャリティ
ーコンサート」を開催しました。デビュ
ーから8年、ただ歌うだけでなく、歌を
通じて何かしたいと考えていた時。私
たちにできることがあればと参加させ
ていただいたのですが、なんと、そこ
で集まった募金を現地に届けるという
大役を任されることになったのです。
　それまで、紛争などをテーマに曲を
作ったことはありましたが、実際に現
場に足を運んだことはありませんでし
た。もしかしたら、これまでの音楽が作
れなくなるような衝撃が待っているか
もしれない―。不安よりも、その先に
起こり得る変化を期待していました。
　そして年明けすぐ、アフガン難民が
暮らすパキスタンへ。そこで直面した
のは、銃を片手にたたずむ警察官や無
表情で物乞いをする子どもたちの姿で
した。小学校に行くと、地雷の対処法
についての授業が行われていて…。な
ぜ子どもたちが、こんなことを学ばな

ければならないのか。彼らに課せられ
た試練があまりにも過酷で残酷に思え
て、胸が張り裂けそうでした。
　でもふと、街角の小さなお店で飲ん
だチャイが、すごくおいしかったんで
す。どこに行っても、そこには“日常”
があるんだ。そう思えた瞬間でした。
そして次の日、朝もやの中、校庭に集ま
ったのは、元気よくあいさつをする“普
通の”子どもたちでした。私たちが「ふ
るさと」を歌うとシーンと静まり返って
耳を傾けてくれた。音楽は国境を超え
る―。まさにそれを体感したのです。
　そこで生まれたのが「未来の空気」
という曲です。私たちがパキスタンの
校庭で感じた、まるで新生児室にいる
かのような“未来にあふれた空気感”
を表現しました。声高に平和を訴える
のではなく、歌に思いを込めて伝えて
いく。そこから何らかのつながりが生
まれ、一人でも多くの人が幸せを感じて
くれるなら、こんなにうれしいことはあ
りません。

　世界のさまざまな問題を前にすると、
「自分には小さなことしかできない」と
感じてしまうかもしれません。東日本大
震災でも、多くの人がそう心を痛めて
いると思います。宮城県の避難所に伺
う機会をいただいた時、正直「まだ早
いんじゃないか」という気持ちもありま
した。でもそこには、私たちの歌を聞い
て「元気が出たよ」と言ってくださる被
災者の方、町の復興に汗を流す自治体
の方がいた。この目で被災地を見て、
何かを始めるのは“今”、ここからなん
だと強く思いました。歌を通して、一人
でも多くの人を明日へと誘うこと。その
ために、できる限りのことをやっていき
たいと思っています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

歌に思いを込める

Cousin
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